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Ｔ
Ｓ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
施
設

「
Ｔ
Ｓ
Ｇ 

竹
田
総
合
学
院
」
が
つ
い
に
誕
生
。

旧
竹
田
中
学
校
校
舎
は
新
し
い
文
化
拠
点
と

し
て
蘇
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
竹
田

総
合
学
院
長
の
首
藤
勝
次
市
長
は
次
の
よ
う

に
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
Ｔ
Ｓ
Ｇ
で
は
、
空
間
が
進
化
を
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
か

ら
作
家
の
み
な
さ
ん
が
竹
田
に
移
住
、
定
住

を
し
、
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
発

表
の
場
が
Ｔ
Ｓ
Ｇ
の
中
に
あ
り
、
こ
の
連
動

性
が
と
て
も
躍
動
的
な
の
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
感
性
を
持
っ
た
人
た
ち
が
こ
こ

で
新
し
い
磁
場
を
作
っ
て
い
く
、ま
さ
に〝
人

間
磁
場
〟
が
竹
田
を
拠
点
に
し
て
、
巻
き
起

T
テ ィ ー

S
エ ス

G
ジ ー

竹田総合学院がオープン
竹田ならではの「新たな学び」を創造する！

  ４月17日、農村回帰宣言による移住定住、さらには既住定住の促進と雇用の創出を目指すため、旧竹
田中学校校舎を利用した「竹田総合学院」がオープンしました。

オープニングセレモニーで挨拶を
する竹田総合学院の首藤勝次学長→

↑郷土の大分の作家展を開催中（５月中旬頃まで）

↑展示スペースでは企画展示を行って
　いきます

↑「旧校舎がにぎやかになるのは嬉しいですね」
　カフェ＆販売スペースでくつろぐ地元のみなさん

↑工房で創作に励む竹工藝家・中臣一さん

←お気に入りの作品を購入で
　きる展示・販売スペース

Taketa  Sogo   Gakuin
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人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　24,074　人（－78人）
男　性　11,212　人（－31人）
女　性　12,862　人（－47人）
世帯数　10,558世帯（－21世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成26年３月31日現在）
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〔朽網郷・キリシタン遺物編〕……18
○みんなのゆうがくかん　ぼくたち・
　私たちの学び舎（竹田保育所）／
　まるごと博物館／図書館のおしら
　せ／ぼくのひめぱん（新連載）……20
○食育活動レポート…………………22
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T S G 竹田総合学院がオープン

こ
っ
て
い
く
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
が
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
大
き
く
発

展
を
遂
げ
、
魅
力
あ
る
文
化
芸
術
の
拠
点
と

な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
力
添

え
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

こ
の
『
Ｔ
Ｓ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
は
、

作
家
や
一
般
向
け
に
創
作
活
動
の
で
き
る
工

房
の
提
供
や
人
材
育
成
、
起
業
を
支
援
す
る

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
工
房
」
や
国
内

外
か
ら
優
れ
た
作
家
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
、
竹
田
を
舞

台
と
し
た
作
品
づ
く
り
を
展
開
す
る
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
in
レ
ジ
デ
ン
ス
」
を
主
軸
と
し
て

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
田
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
に
基
づ

く
企
画
展
や
美
術
館
、
大
分
県
立
芸
術
文
化

短
期
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
巡
回
展
や
、
地

元
作
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、
施
設
内
で
創

作
活
動
を
行
う
作
家
を
は
じ
め
、
様
々
な
分

野
の
講
師
を
招
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■開 館 時 間　9：00～16：00
■休　館　日　年末年始・お盆期間 （都合により臨時休館の場合もあります）
■入　館　料　無　料　　
■工房使用料　（※審査有り）100㎡未満　月額5,000円／100㎡以上　月額8,000円
●お問い合せ　ＴＳＧ竹田総合学院 〒878-0001竹田市大字植木731　☎62-3866

❶

❸

❺

❷

❹

❶オープニングセレモニーに訪れた多くの関係
者のみなさん

❷大分県立芸術文化短期大学の中山欽吾理事長
による記念講話

❸ＴＳＧのデザインに関わったオレクトロニカ
　（加藤亮・児玉順平）
❹オープン記念ワークショップ「竹工藝」
❺書家・西村春斎氏の実演が行われ「人間磁場」

が完成しました

←関係者によるテープカット。
　「つどう　つながる　ひろがる 

にちじょうのアート」
　竹田ならではの芸術文化が始ま

ります！
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平
成
４
年
、
市
内
寺
町
に
開
館
し

た
瀧
廉
太
郎
記
念
館
は
、
廉
太
郎
を

育
ん
だ
空
間
を
追
体
験
す
る
場
所
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
22
年
が

経
過
し
そ
の
基
本
理
念
か
ら〝
ず
れ
〟

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
展

示
関
係
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
瀧
廉
太
郎
の
生
涯

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
仕
掛

け
を
設
け
た
り
、
廉
太
郎
が
聞
い
た

で
あ
ろ
う
本
来
の
音
環
境
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
瀧
廉
太
郎
記

念
館
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

廉
太
郎
が
暮
ら
し
た
家

　

不
朽
の
名
作「
荒
城
の
月
」を
作

曲
し
、
23
歳
10
か
月
の
若
さ
で
夭

折
し
た
瀧
廉
太
郎（
１
８
７
９
～

１
９
０
３
）は
、
自
然
豊
か
な
文
化

の
香
り
高
い
城
下
町
竹
田
で
少
年
期

を
過
ご
し
ま
し
た
。
瀧
廉
太
郎
記
念

竹
田
に
し
か
な
い「
歴
史
と
文
化
」を
生
か
し
て

再
生
す
る
城
下
町

　

４
月
６
日
に
深
田
光
霊
記
念
「
詩
聲
館
」
が
オ
ー
プ
ン
、
４
月
26
日
に
は
「
瀧
廉
太
郎
記

念
館
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
連
休
は
、
歴
史
と
文
化
の
薫
る

竹
田
の
城
下
町
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
み
が
え
る
音
風
景 

―

瀧
廉
太
郎
記
念
館
が
22
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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４
月
５
日
、
深
田
光
霊
氏
が
吟
界

で
成
し
遂
げ
た
業
績
を
顕
彰
し
、
日

本
固
有
の
詩
歌
吟
詠
の
文
化
を
後
世

に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
吟

詠
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
深
田
光
霊
記
念

「
詩
聲
館
」の
落
成
式
が
市
内
向
町
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、
内

覧
会
が
開
か
れ
、
参
列
者
は
深
田
光

霊
宗
家
の
吟
に
関
わ
る
資
料
や
遺
品

な
ど
が
並
ぶ
展
示
ブ
ー
ス
等
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

淡
窓
伝
光
霊
流
日
本
詩
道
会「
宗

家
」家
代
表
・
深
田
發の
ぶ

子
さ
ん
は「
本

館
は『
縁
』が
作
り
上
げ
た
館
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
、
詩

吟
の
文
化
を
後
世
に
残
し
た
い
の
で

す
。
城
下
町
再
生
の
一
端
を
担
っ
て
、

貢
献
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
再
生
に
取
り
組
む
本
市
に
、

新
た
な
魅
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。
全

国
に
向
け
て
、
竹
田
の
歴
史
・
文
化

の
発
信
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

再生する城下町

館
は
、
廉
太
郎
が
２
年
半
に
わ
た
り

暮
ら
し
た
家
で
す
。

　

平
成
４
年
４
月
に
開
館
し
、
22
年

が
経
ち
ま
し
た
。
当
時
、
記
念
館
全

体
の
計
画
を
監
修
し
た
の
は
、
建
築

家
の
故
木
島
安
史
氏
。
庭
園
整
備

に
携
わ
っ
た
の
は
今
回
の
展
示
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
監
修
を
お
願
い

し
た
青
山
学
院
大
学
総
合
文
化
政
策

学
部
の
鳥
越
け
い
子
教
授
で
す
。
設

計
施
工
は
鳥
越
教
授
と
と
も
に
都
市

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
伝
統
文
化
を
取
り

入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
鷲
野

宏
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の
鷲
野
宏
代
表

で
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
記
念
館

　

開
館
時
は
、
廉
太
郎
を
育
ん
だ
空

間
を
追
体
験
す
る
場
所
と
い
う
基
本

理
念
の
も
と
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
畳
の
上
に
所
狭
し

と
置
か
れ
た
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
は

開
館
時
か
ら
22
年
の
間
に
蓄
積
さ
れ

た
資
料
が
並
び
、
決
し
て
整
理
さ
れ

た
状
態
で
は
な
く
、
音
環
境
を
ゆ
っ

く
り
体
験
で
き
る
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
展
示
関
係
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
よ
っ
て
、
瀧
廉
太
郎
記
念

館
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
展
示
資
料
を
整
理
し
て
垂
れ

幕
を
使
い
、
畳
の
部
屋
に
合
う
よ
う

に
工
夫
し
た
り
、
展
示
ケ
ー
ス
を
な

く
し
て
畳
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
っ

た
場
所
か
ら
、
鳥
の
鳴
き
声
、
水
路

の
水
音
、
下
駄
の
響
き
な
ど
、
本
来

の
廉
太
郎
が
聞
い
た
で
あ
ろ
う
音
環

境
を
ゆ
っ
く
り
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
個
別
の
展
示
内
容
は
、
写
真
・
平
面
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

城下町竹田から吟遊文化を発信！

深田光霊記念「詩
し

聲
せ い

館
か ん

」が開館

↑館内には、名吟が鑑賞できるＤＶＤコーナー
　や試聴ブースなども設備されています 

↑多くの貴重な資料が展示されています

←挨拶をする淡窓伝光霊流日本詩道
会「宗家」家代表・深田發子さん

↑落成式が行われた「詩聲館」 
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文　化

5.31～6.1開催 日本のどこかで数日だけオープンする野外レストラン

D
　 ダ イ ニ ン グ 　

INING  O
 ア ウ ト  

UT  T
　 タ 　 ケ 　 タ 　

AKETA
～竹田市の歴史文化、生活文化、食文化を料理する～

■  

ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
は

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
は
、
そ
の

土
地
に
息
づ
く
文
化
や
食
材
の
魅
力

を
期
間
限
定
の
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
提
示
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

新
潟
県
佐
渡
市
で
初
開
催
さ
れ
、

４
か
所
目
と
な
る
竹
田
市
は
、
５
月

31
日
㈯
と
６
月
１
日
㈰
の
２
日
間
限

定
で「
九
州
初
」の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
ホ
ス
ト
を
務
め
る
の
は
、
こ
の

地
に
惚
れ
た
現
代
の
文
化
人
の
一
人
、

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
中
村
孝
則
さ
ん
。

料
理
は
、
東
京
銀
座
に
店
を
オ
ー
プ

ン
し
半
年
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
二
ツ
星
を

獲
得
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン「
エ
ス
キ
ス
」

の
シ
ェ
フ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
、
リ

オ
ネ
ル
・
ベ
カ
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

■ 

ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
に

  

期
待
す
る
思
い

　

今
回
の「
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
へ

の
挑
戦
」は
、
単
に
岡
城
跡
や
農
畜

産
物
を
有
名
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
私
た
ち

市
民
や
竹
田
市
出
身
者
、
竹
田
を
思

う
方
々
が
貴
重
な
財
産
で
あ
る
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
を
再
認
識
し
な
が

ら
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
き
、

価
値
観
を
共
有
し
、
融
合
・
連
携
が

築
か
れ
て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

竹
田
市
で
採
れ
た
食
材
に
新
し
い

感
覚
を
吹
き
込
む
料
理
を
、
そ
の
土

地
の
自
然
や
文
化
を
新
し
い
感
性
で

切
り
取
っ
た
演
出
と
、
味
覚
だ
け
で

な
く
五
感
全
て
で
、
土
地
の
豊
か
さ

を
味
わ
う
。そ
し
て
、ク
リ
エ
イ
タ
ー

や
料
理
人
の
外
部
視
点
か
ら
、
元
々

存
在
す
る
地
域
の
魅
力
に
加
え
、
新

た
な
地
域
価
値
を
発
見
・
再
編
集
し
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
、
新
た
な
観
光
需
要
の
掘
り

起
こ
し
と
地
元
食
材
の
高
付
加
価
値

化
を
目
指
し
、「
農
村
回
帰
政
策
」の

更
な
る
飛
躍
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

http://w
w

w
.diningout.jp/event-

taketa-2014/

竹
田
市
東
京
オ
フ
ィ
ス
で

『
こ
こ
ろ
の
里
山

東
京
教
室
』開
講

　

４
月
19
日
、
竹
田
市
東
京
オ
フ
ィ

ス
で
、『
こ
こ
ろ
の
里
山
東
京
教
室
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
昨
年
10
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
竹
田
市
東
京
オ
フ
ィ
ス
を

活
用
し
て
、
人
間
ら
し
く
豊
か
に
流

れ
る
時
間「
こ
こ
ろ
の
里
山
」を
東
京

に
創
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
文
化
講

座
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
竹
田
市
出
身
の

歌
人
・
川
野
里
子
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
連
続
12
回
の
短
歌
講
座
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
で

は
、
与
謝
野
晶
子
、
石
川
啄
木
、
若

山
牧
水
ら
の
青
春
と
時
代
を
見
つ
め

つ
つ
、
彼
ら
の
何
が
新
し
か
っ
た
の

か
を
鮮
明
な
切
り
口
で
読
ん
で
い
き

ま
す
。
初
回
の
こ
の
日
は
、
短
歌
と

は
何
か
、
樋
口
一
葉
の
時
代
な
ど
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
短
歌
を
趣
味
に
し
て

い
る
方
や
、
ふ
る
さ
と
竹
田
を
離
れ

て
関
東
圏
に
お
住
い
の
方
な
ど
、
13

名
が
集
ま
り
、
川
野
先
生
の
お
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
講
座
を
皮
切
り
に
、

東
京
オ
フ
ィ
ス
を
拠
点
と
し
た
都
会

と
竹
田
を
つ
な
ぐ
交
流
や
、
情
報
発

信
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

短
歌
講
座
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日

の
10
時
～
12
時
に
開
催
さ
れ
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
来
月
以

降
も
途
中
参
加
が
可
能
で
す
。
関
東

圏
に
お
住
い
の
方
で
、
ふ
る
さ
と
を

竹
田
に
持
つ
方
や
、
竹
田
市
に
興
味

が
あ
る
方
、
短
歌
に
興
味
の
あ
る
お

知
り
合
い
の
方
な
ど
を
、
ぜ
ひ
ご
紹

介
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報

課　

☎
６
３
ー
４
８
０
１

↑講師は竹田市出身の歌人・川野里子先生
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ローカル外交

伊
藤
彩
子
竹
田
市
東
京

事
務
所
副
所
長
を
任
命

　

４
月
１
日
付
で
竹
田
市
東
京
事
務

所
副
所
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
人
祭
り
」理
事
長
の

伊
藤
彩
子
さ
ん（
大
分
市
出
身
・
鎌

倉
市
在
住
）の
任
命
式
が
４
月
16
日
、

市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
伊
藤
彩
子

さ
ん
は「
東
京
で
大
分
人
と
大
分
情

報
の
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
組
織
を
設
立
。
東
北
の

『
支
援
』か
ら
始
ま
り
、
そ
し
て
、
竹

田
へ
の『
支
縁
』に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

東
京
か
ら
竹
田
の
情
報
発
信
を
し
て

い
き
た
い
！
」と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

４
月
12
日
、
竹
田
市
中
学
生
国
際

交
流
事
業
と
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
竹
田

市
に
派
遣
さ
れ
た
中
学
生
12
名
が
到

着
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
顔
合

わ
せ
を
兼
ね
て
、
歓
迎
会
が
市
内
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
食
に

続
き
、ド
イ
ツ
の
中
学
生
た
ち
は「
自

己
紹
介
」の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ま
た
、
合
唱
や
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ド
イ
ツ
と
竹
田
に
縁
の

あ
る
作
曲
家
、
瀧
廉
太
郎
の「
荒
城

の
月
」を
全
員
で
歌
い
、
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
名
所
見
学
や
和
菓
子
づ

く
り
体
験
、
15
日
は
久
住
山
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
16
日
は
市
内
各
中
学

校
の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

竹
田
市
中
学
生
国
際
交
流
事
業

ド
イ
ツ
中
学
生
、
本
市
に
派
遣

日本の学生服
に着替えて授
業に参加　→

↑作品制作に取り組むマクシーモア画伯

↑ドイツ訪問団の歓迎会

←「竹田の情報発信に
　頑張ります！」
　伊藤彩子竹田市東京
　事務所副所長

マクシーモア画伯が
３回目の竹田滞在

　ロシアのサンクト・ペテルブルグ在住で
親日家の画家マクシーモアさんが竹田市を
訪れました。
　４月15日に到着し５月８日まで民泊し
ながら、竹田市の風景をスケッチして回り
ます。日本の文化や風景をこよなく愛し、
絵画作品を通して日露の文化交流に貢献さ
れており、その功績から、平成22年には
「旭日双光章」を受章されています。
　今回は竹田市のみの滞在で、絵画作品は
今年10月にサンクト・ペテルブルグ博物
館で開催される展覧会に出展され、竹田市
の数々の風景が紹介されます。
　また、作品はカレンダーやポストカード
としてもロシアに伝えられます。

竹田ならではのローカル外交
　芸術家が一定期間竹田市に滞在しなが
ら、地域を素材にした作品を制作し蓄積し
ながら芸術的なまちづくりを進めたり、移
住定住に導いたりする政策展開である「竹
田市アートレジデンス構想」や、国際人・
廣瀬武夫にちなんだ「日露ローカル外交」
に通じる竹田市ならではの有意義な交流と
なりました。
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祖母・傾山系「ユネスコエコパーク」登録への挑戦

　

本
年
１
月
３
日
付
け
の
大
分
合
同
新
聞
に

大
分
県
と
地
元
３
市
（
竹
田
・
豊
後
大
野
・

佐
伯
）
が
「
祖
母
・
傾
山
系
登
録
目
指
す
」

と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
物
圏
保
存
地
域(

英
名: Biosphere 

Reserves

〔BR

〕）
を
日
本
国
内
で
は
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
エ
コ

パ
ー
ク
は
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
に
、

ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）

の
自
然
科
学
セ
ク
タ
ー
の
ユ
ネ
ス
コ
「
人
間

と
生
物
圏
（M

AB: M
an and Biosphere

）

計
画
」
に
お
け
る
一
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
は
、
手
つ
か
ず
の
自
然
を
守
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
エ
コ
パ
ー

ク
は
、
生
態
系
の
保
全
と
維
持
可
能
な
利
活

用
の
調
和
（
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
）
を

目
的
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、「
屋
久

島
」（
鹿
児
島
県
）、「
大
台
ヶ
原
・
大
峰
山
」（
奈

良
県
、
三
重
県
）、「
白
山
」（
石
川
県
、
岐

阜
県
、
富
山
県
、
福
井
県
）、「
志
賀
高
原
」

（
長
野
県
、
群
馬
県
）、「
綾
地
域
」（
宮
崎
県
）

の
５
箇
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
上
の
生
き
も
の
は
40
億
年
と
い
う
長

い
歴
史
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
適
応

し
て
進
化
し
、
３
０
０
０
万
種
と
も
い
わ
れ

る
多
様
な
生
き
も
の
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
生
命
は
一
つ
ひ
と
つ
に
個
性
が
あ
り
、

全
て
直
接
に
、
間
接
的
に
支
え
あ
っ
て
生
き

て
い
ま
す
。
エ
コ
パ
ー
ク
で
は
生
き
も
の
た

ち
の
豊
か
な
個
性
と
つ
な
が
り
の
保
護
を
目

的
に
、
自
然
及
び
天
然
資
源
の
持
続
可
能
な

利
用
と
保
護
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
審
査
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
保
存
地
域

は
、
次
の
３
つ
の
機
能
を
も
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
生
物
多
様
性
の
保
全
上
重
要
な
地
域
で
あ

る
こ
と

②
自
然
環
境
の
保
全
と
調
和
し
た
経
済
と 

社
会
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

③
調
査
や
研
究
、
教
育
・
研
修
の
場
を
提
供

し
て
い
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
機
能
を
達
す
る
た
め
に
、「
核

心
地
域
」
＝
厳
格
に
保
護
す
べ
き
地
域
、「
緩

衝
地
域
」
＝
核
心
地
域
を
取
り
囲
む
背
後

地
の
保
全
地
域
、「
移
行
地
域
」
＝
居
住
区
、

地
域
社
会
や
経
済
発
展
が
図
ら
れ
る
地
域
の

３
つ
の
区
域
を
設
定
し
ま
す
。

　

祖
母
・
傾
山
系
は
、
国
定
公
園
、
県
立
自

然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
と
し
て

古
生
代
の
地
層
か
ら
な
り
、
１
３
０
０
万
年

前
か
ら
の
火
山
活
動
が
始
ま
り
複
雑
な
課
程

を
た
ど
り
約
９
万
年
前
の
阿
蘇
火
砕
流
堆
積

を
経
て
独
特
の
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

植
物
は
、
標
高
８
０
０
㍍
～
１
２
０
０
㍍
の

針
葉
樹
林
帯
に
は
栂つ

が

、
モ
ミ
な
ど
の
原
生
林
、

標
高
１
２
０
０
㍍
以
上
か
ら
の
夏
緑
樹
林
帯

に
は
ブ
ナ
林
が
存
在
し
、
日
本
の
ブ
ナ
林
の

南
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
木
層
や

草
本
層
に
も
日
本
固
有
種
が
多
く
残
り
、
祖

母
山
特
有
の
植
物
が
数
多
く
生
育
し
て
い
ま

す
。
動
物
で
は
、
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
は
じ
め
、
イ
ワ
メ
、
ヤ

マ
ネ
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
登
録
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
エ
コ

パ
ー
ク
推
進
及
び
利
活
用
に
つ
い
て
、
居
住

す
る
当
該
地
域
の
自
然
・
環
境
な
ど
を
理
解

し
て
、
保
全
と
調
和
に
つ
い
て
自
ら
で
取
り

組
み
を
構
築
し
、
体
制
を
整
え
て
実
施
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報
課　

エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室

　

☎
６
３
ー
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

登
録
へ

自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
を
目
指
し
て

挑
戦

　

県
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
祖
母
山 

ユネスコエコパーク申請の流れ

ユネスコ本部
MABICC(国際調整理事会)が推薦があった地域について審査

日本ユネスコ国内委員会MAB計画分科会 
候補地について調査､選考､審査／審査基準の策定

MAB計画委員会 地方自治体

申請書提出

協力 申請

申請に関する各種相談

申請に関するアドバイス

ユネスコエコパーク
認定の通知

ユネスコエコパーク認定

祖母・傾山系「
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
」
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
２
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
の
監
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
つ
い
て
は
事
前
に
精
査
を
し
、

監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類

等
の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修
正
が

必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

■
総
務
課
・
行
政
改
革
推
進
室

　

公
共
施
設
を
検
証
し
将
来
計
画
を
明
確
化

す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
業

務
内
容
、
管
理
期
間
等
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

検
証
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
事
務
改
善
を
さ

ら
に
推
進
し
、組
織
機
構
の
改
革
（
効
率
化
）

を
図
る
中
で
定
員
管
理
計
画
を
確
立
す
る
な

ど
、
一
層
の
推
進
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、支
所
の
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て
は

十
分
な
協
議
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　

市
政
の
総
合
企
画
及
び
調
整
の
担
当
課
と

し
て
、
関
係
課
と
連
携
し
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
各
種
事
業
の
取
り
組
み
を
行
い
、
地

域
振
興
を
さ
ら
に
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
告
知
放
送
は
、
竹
田

市
の
情
報
発
信
媒
体
と
し
て
、
地
域
に
密
着

し
た
情
報
を
引
き
続
き
提
供
し
、
市
民
が
親

し
み
誇
れ
る
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

併
せ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料
の
未

納
対
応
を
図
り
健
全
な
運
営
を
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部　

　

市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
火
災
や
救
急
業
務
に
的
確
、
迅
速

な
対
応
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

併
せ
て
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
予
防

業
務
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
財
政
援
助
団
体

　

竹
田
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ
て
い
る
団

体
か
ら
４
団
体
を
抽
出
し
、
補
助
金
等
が
交

付
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
監
査
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
け
る
事
業
計
画
等

に
つ
い
て
は
、
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
引
き
続
き
十
分
な
精
査
を
行
い
、
地
域

へ
の
波
及
効
果
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

●
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま

た
は
兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
が
、
３
親
等
内
の

親
族
（
甥
・
姪
、
お
じ
・
お
ば
、
子
の
配
偶

者
な
ど
）
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間
が
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
妻
や
海
外
在
住
者
な
ど
で
本
人

の
申
出
に
よ
り
加
入
を
し
て
い
た
方
）
が
保

険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は

未
納
期
間
と
さ
れ
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
未
納
期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で
も
さ
か
の

ぼ
っ
て
年
金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
　

老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら

５
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
繰
下
げ
の
請
求

が
あ
っ
た
時
は
請
求
の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ

た
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
請
求

が
遅
れ
た
と
き
で
も
、
５
年
を
経
過
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年
を
待
た
ず

に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

省
令
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度
が
増
進

し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
１
年

を
待
た
ず
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ
る
支
給
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障
害
の
状
態

（
障
害
厚
生
年
金
の
１
級
か
ら
３
級
に
該
当

す
る
程
度
）
に
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
特

例
制
度
が
改
正
さ
れ
、
す
で
に
障
害
年
金
を

受
け
て
い
る
方
が
請
求
し
た
場
合
に
は
、
定

額
部
分
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
時
期
が
請
求

月
の
翌
月
で
は
な
く
、
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
１

か
月
以
上
経
過
し
た
場
合
、
世
帯
員
（
住
民

票
上
の
世
帯
が
同
一
の
方
）
は
そ
の
旨
を
年

金
事
務
所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き
な

い
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り

ま
す
）

●
お
問
い
合
せ　

大
分
年
金
事
務
所　

　

☎
０
９
７
ー
５
５
２
ー
１
２
１
１

監査公表／年金情報

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員
　
　
佐
伯
　
次
人

　
　
　
同
　
　
　
　
　
森
　
　
哲
秀

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り

「
年
金
強
化
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
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復興への取りくみ

　

昨
年
２
月
17
日
、
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
阿
蔵
地
区
と
鬼
ヶ
城
地
区
の

住
民
参
加
に
よ
る「
阿
蔵
新
橋
に
関

す
る
意
見
交
換
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
元
住
民
か
ら
は
、
生
活
道

路
を
削
っ
て
で
も
安
全
な
暮
ら
し
を

望
む
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
橋
の

撤
去
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
、市
道
玉
来
阿
蔵
線「
阿

蔵
新
橋
」橋
桁
撤
去
着
手
式
が
橋
の

た
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
地
元
住
民
や
関
係
者
ほ

　

一
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ

て
被
災
し
た「
竹
田
市
中
央
公
民
館

玉
来
分
館
」の
改
修
工
事
が
完
了
し
、

４
月
３
日
、「
使
い
始
め
式
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

玉
来
分
館
は
集
会
所
、
併
設
す
る

調
理
室
や
体
育
館
等
も
浸
水
。
改
修

工
事
は
、
昨
年
11
月
に
着
工
し
ま
し

た
。
復
旧
事
業
費
は
約
２
６
７
５
万

円
。
地
元
の
利
用
者
は
多
く
、
早
期

復
旧
を
希
望
す
る
住
民
は
、
こ
の
日

を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は「
一
番
大
切
な
の
は

地
区
の
み
な
さ
ん
の
団
結
力
。
こ

の
玉
来
地
区
か
ら
今
後
も『
希
望
』と

『
勇
気
』を
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

玉
来
分
館
運
営
委
員
会
の
丹
統
司

会
長
は
災
害
直
後
か
ら
現
場
を
撮
影
。

そ
の
後
も
復
旧
状
況
を
撮
り
続
け
て

い
ま
し
た
。
災
害
の
教
訓
が
地
区
住

民
の
方
々
の
記
憶
か
ら
風
化
し
な
い

よ
う
に
と
、
そ
の
記
録
写
真
を
会
場

に
て
展
示
。
参
加
者
は
改
め
て
災
害

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
使
い
初
め
と
し
て
、
調
理

室
で
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
復
旧
を

祝
う
食
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
し
ら
ゆ
り
会

の
阿
南
悦
子
代
表
は「
地
元
に
活
動

拠
点
が
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し

い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
施
設
を
中
心
に
、
玉
来
地

区
住
民
の〝
絆
〟が
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「利便性」よりも「安全性」を選択

阿蔵新橋の撤去工事を開始！
　一昨年の「７・12竹田市豪雨災害」で、阿蔵地区の浸水被害拡大の一因と
なった阿蔵新橋の撤去工事が始まりました。

↑撤去工事が始まった阿蔵新橋

玉
来
分
館
使
い
始
め
式

復
興
に
向
け
て

一
歩
前
進
！

↑玉来分館使い始め式

↑きれいによみがえった調理室
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か
、
約
１
０
０
人
が
出
席
。
工
事
関

係
者
に
よ
り
阿
蔵
新
橋
の
橋
名
板
が

取
り
外
さ
れ
、
施
工
業
者
代
表
か
ら

首
藤
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
関
係
者
が
起
動
開
始
の
合
図

ボ
タ
ン
を
押
し
、
河
川
敷
に
待
機
し

て
い
た
重
機
が
橋
を
取
り
壊
し
始
め

ま
し
た
。

　

阿
蔵
地
区
の
本
田
耕
一
自
治
会
長

は
撤
去
工
事
を
見
守
り
な
が
ら
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
毎
日
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
橋

が
な
く
な
る
の
は
さ
み
し
い
が
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
み
ん
な
で
決

め
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
昔
、
玉
来

と
竹
田
の
城
下
町
を
結
ぶ
、
陸
続
き

の
主
要
道
路
で
し
た
。
過
去
の
水
害

で
川
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
、
橋
が

架
け
ら
れ
、
そ
の
橋
が
無
く
な
り
ま

す
。
変
わ
り
ゆ
く
風
景
を
こ
れ
か
ら

も
語
り
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」。

　

阿
蔵
新
橋（
橋
長
60
・
８
㍍
、
幅

員
５
㍍
）は
平
成
元
年
10
月
に
完
成
。

一
昨
年
の
災
害
の
際
に
流
木
な
ど
が

橋
脚
や
橋
桁
に
集
積
し
、
ビ
ー
バ
ー

ダ
ム
の
様
相
を
呈
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

撤
去
工
事
期
間
は
、
５
月
10
日
ま

で
。
阿
蔵
新
橋
の
代
替
道
路
と
し
て
、

阿
蔵
新
橋
か
ら
下
流
に
あ
る「
玉
来

新
橋
」が
使
用
さ
れ
ま
す
。

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」

復
興
は
こ
の
場
所
か
ら

　
　

小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業
・

　
　

安
全
祈
願
祭

　
「
７
・
12
竹
田
大
水
害
」に
よ
っ
て

被
災
し
た
阿
蔵
地
域
に
お
い
て
、
被

災
者
が
暮
ら
す「
小
規
模
住
宅
」（
６

世
帯
）が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工

事
は
８
月
末
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

安
全
性
の
確
保
が
で
き
れ
ば
現
在

地
で
の
生
活
を
望
む
住
民
の
み
な
さ

ん
の
思
い
が
叶
い
、
国
や
県
、
関
係

機
関
の
協
力
の
も
と
、
こ
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

↑阿蔵新橋の名板を受け取る首藤市長

出演は首藤玲奈さん、長谷雄美紀さん
山口優里菜さん、紀野洋孝さん、土崎
譲さん、田中俊太郎さん、板井靖良さ
ん、三好真亜沙さん

↑阿蔵地区で行われた神事

支援の手

　
「
音
楽
の
力
で
竹
田
の
復
興
に
役
立
ち
た
い
」

と
い
う「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声

楽
コ
ン
ク
ー
ル
」（
通
称
：
た
き
れ
ん
）の
出
身

者
有
志
に
よ
る『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋこ

う
じ
ょ
う

Ｏ
Ｊ
Ｏ
』

第
３
回
公
演
が
３
月
31
日
、
竹
田
商
工
会
議

所
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
四
季
の
滝
」や「
懐
友
」な
ど
、
瀧
廉
太
郎

の
名
曲
を
次
々
と
演
奏
し
ま
し
た
。

　
紀
野
洋
孝
代
表
は「
今
後
も
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
挨
拶
。
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
る

た
め
、
次
回
の
第
４
回
公
演
は
６
月
28
日「
大

阪
」で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

た
き
れ
ん
出
身
者
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」

６
月
28
日
に「
大
阪
」公
演
決
定

たきれん出身者がオペラ鑑賞講座
　３月26日、「オペラ」を楽しく学んでもらおうと、「瀧
廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール」（通称：たき
れん）出身のバリトン歌手、新見準平さんを中心とした若
き演奏家たちによる、オペラ鑑賞講座「気軽にオペラ」が
瀧廉太郎記念館蔵で行われました。
　出演者は新見準平さん（バリトン）、宮澤尚子さん（ソ
プラノ）、又吉秀樹さん（テノール）、林理紗さん（フ
ルート）、前川彩香さん（ピアノ）。
　春の雨が降り続くしっとりとした庭。蔵に響く美しい歌
声。参加者は優雅なひとときを過ごしました。

↑解説を交えながらオペラ・アリア12曲を披露
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←岡城が志賀氏の居城であった頃の
城下町、挾田地区。当時の面影は
今も残っている

　（写真は昭和50年頃）

　

今
年
も
比
較
的
穏
や
か
に
桜
の
花
が
楽
し
め
た
。
そ
れ
で
も

や
は
り
温
暖
化
の
せ
い
か
、
年
々
桜
の
開
花
日
が
早
ま
っ
て
い

る
。
今
年
も
竹
田
市
で
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
４
月
の
声
を
聞

く
前
に
満
開
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
。
松
尾
芭
蕉
は
こ
う
残
し
た
。「
様
々
な
こ
と
思
い
出

す
桜
か
な
」、
そ
し
て「
捨
て
果
て
て
身
は
無
き
も
の
と
思
え
ど

も　

花
の
降
る
日
は
う
か
れ
こ
そ
す
れ
」と
。

　

日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
作
用
す
る
の
か
、
や
は
り
ド
ラ
マ
は
桜

の
花
の
下
で
起
き
る
。

　

今
年
は
私
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
舞
台
は
宮
城
の
し
だ

れ
桜
祭
り
。エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ツ
ア
ー
も
仕
掛
け
ら
れ
て
、

昨
年
よ
り
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
、
竹
田

市
生
ま
れ
だ
と
い
う
中
年
の
女
性
が
二
人
話
し
か
け
て
き
た
。

ひ
と
り
は
宮
城
の
出
身
で
、
会
場
と
な
っ
た
小
学
校
と
校
庭
が

再
生
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
も
う
ひ
と
り
は
現
在
も
竹
田
市
に
お
住
ま
い
で
、
場
所

は
挾
田
と
い
う
地
区
で
あ
る
。
そ
の
彼
女
が
こ
う
訴
え
た
。「
挾

田
は
一
昨
年
の
水
害
に
続
い
て
先
の
大
雪
被
害
で
見
る
も
無
残

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
と
し
て
も
人
気

が
高
か
っ
た
だ
け
に
何
と
か
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
」と
。

　

挾
田
と
い
え
ば
、
知
る
人
ぞ
知
る『
幻
の
城
下
町
』。
岡
城
が

志
賀
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
頃
、挾
田
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
。

岡
藩
が
中
川
氏
の
手
に
収
め
ら
れ
て
か
ら
も
、
こ
こ
に
は
中
川

民
部
ら
の
家
老
屋
敷
が
軒
を
連
ね
た
。
今
な
お
残
る
石
垣
が
当

時
を
物
語
る
。

　

さ
て
、
後
日
そ
の
挾
田
の
女
性
か
ら
便
り
が
届
け
ら
れ
た
。

写
真
の
お
礼
と
と
も
に
、
新
聞
の
コ
ピ
ー
が
添
え
ら
れ
て
あ
っ

た
。
大
分
合
同
新
聞
の
コ
ラ
ム『
東
西
南
北
』だ
。
日
付
は
平
成

20
年
２
月
28
日
。
私
の
市
長
就
任
１
年
前
だ
。
要
約
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

　
『
自
分
な
り
に
気
に
入
っ
た「
隠
れ
里
」が
県
内
に
い
く
つ
か

あ
る
。
そ
の
一
つ
が
竹
田
市
の
挾
田
・
十
川（
そ
う
が
わ
）地
区

だ
。
江
戸
時
代
の
岡
藩
・
中
川
氏
が
入
る
前
、
中
世
の
志
賀
氏

時
代
の
旧
城
下
町
で
あ
る
。
今
で
は
数
少
な
い
民
家
が
残
る
だ

け
だ
が
、
中
世
に
は
町
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
先
日
、

久
し
ぶ
り
に
歩
い
た
。
城
北
町
の「
お
た
ま
や
公
園
」近
く
に
遊

歩
道
の
入
り
口
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
参
勤
交
代
道
と
も
な

り
、
裏
山
伝
い
に
旧
城
下
町
へ
と
道
が
続
く
。
風
の
音
と
鳥
の

鳴
き
声
以
外
に
は
な
い
。
時
折
、
木
々
の
間
か
ら
岡
城
跡
を
臨

む
。
風
花
の
舞
う
寒
い
日
だ
っ
た
が
、
た
ど
り
着
い
た
旧
城
下

町
は
別
世
界
の
よ
う
。
ぽ
っ
か
り
開
い
た
空
間
に
春
の
よ
う
な

暖
か
い
日
だ
ま
り
が
で
き
て
い
た
。
岡
城
跡
を
挟
ん
で
江
戸
時

代
の
城
下
町
と
ち
ょ
う
ど
反
対
側
に
位
置
す
る
。』と
。そ
し
て
、

終
盤
は
こ
う
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。『
旧
城
下
町
に
は
近
世
、

武
家
屋
敷
が
配
備
さ
れ
、
そ
の
石
垣
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
こ

の
ま
ま
が
い
い
の
か
、
奥
深
い
岡
城
跡
を
多
く
の
人
た
ち
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
何
ら
か
の
手
だ
て
を
考
え
た
方
が
い
い

の
か

―
』。

　

さ
て
。
東
西
南
北
子
は
、
地
域
は
ど
う
考
え
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
と
、
暗
に
問
題
提
起
を
し
て
く
れ
た
。
挾
田
の
た
た
ず
ま

い
は
私
の
好
き
な
空
間
で
も
あ
る
。
現
在
の
城
下
町
は
蓮
の
花

が
咲
く
湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
治
め
る
に
は
都
合
が
良
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
挾
田
と
玉
来
で
栄
え
た
機
能
を
移
設
し
て
作
り
上

げ
た
。
そ
れ
か
ら
４
０
０
年
間
、維
持
し
た
町
割
り
が
健
在
で
、

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
挾
田
に
残
る『
幻
の
城
下

町
』は
気
品
が
あ
る
。
何
と
し
て
も
再
生
の
道
を
探
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

い
ま
竹
田
市
が
進
め
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
主
軸
に

も
な
ろ
う
。
私
が
そ
う
感
じ
る
が
早
い
か
、
す
で
に
新
・
企
画

情
報
課
が
す
で
に
動
き
を
開
始
し
た
よ
う
だ
。
文
化
財
課
か
ら

異
動
し
た
Ｓ
君
も
い
る
。
ト
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始

め
て
い
る
。

　

竹
田
市
名
誉
市
民
の
衛
藤
龍
天

氏
が
４
月
21
日
、
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
享
年
89
歳
。

　

旧
久
住
町
の
４
代
目
町
長
と
し

て
、
昭
和
57
年
か
ら
平
成
14
年
ま

で
の
５
期
20
年
在
任
。
農
業
・
畜

産
の
振
興
と
豊
か
な
自
然
が
残
る

久
住
高
原
を
活
か
し
た
観
光
開
発

を
行
い
、「
地
球
に
や
さ
し
い
む

ら
づ
く
り
」の
提
唱
な
ど
未
来
を

見
つ
め
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

地
域
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
分
県
町
村
会
長
を
平

成
９
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
の
５

年
間
歴
任
し
、
地
方
行
財
政
の
諸

問
題
の
解
決
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

名誉市民

衛
え

藤
と う

龍
りゅう

天
て ん

氏が
逝去

『
幻
の
城
下
町
』
再
生
が
動
き
始
め
て
い
る

新
・
企
画
情
報
課
の
ト
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ー

故・衛藤龍天氏
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今月のひと

女
性
な
ら
で
は
の
消
防
団
活
動

　

竹
田
市
消
防
団
に
市
で
は
初
め
て
の
女
性

消
防
団
員
11
名
が
誕
生
し
、
４
月
12
日
、
女

性
部
発
足
式
が
竹
田
市
消
防
本
部
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

女
性
消
防
団
員
は
条
例
に
よ
る
基
本
団
員

と
し
て
、
団
本
部
に
所
属
し
、
女
性
の
視
点

を
生
か
し
た
消
防
団
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
災
害
時
の
け
が
人
等
の
対

応
（
後
方
支
援
）
や
、
防
災
を
呼
び
か
け
る

各
種
広
報
活
動
、
出
初
式
な
ど
の
消
防
団
行

事
の
運
営
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
県
内
外
の
関
係
団
体
と
の

交
流
や
研
修
を
通
し
て
、
市
に
必
要
な
活
動

が
検
討
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

発
足
式
に
は
、
市
消
防
団
や
市
消
防
本
部

関
係
者
ら
が
出
席
。
首
藤
市
長
は
「
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
に
よ
る
消
防
団
活
動
を
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
」、
都
築
員
守
市
消
防

団
長
は
「
災
害
時
に
は
女
性
の
持
つ
力
が
必

要
に
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。
故
郷
竹
田
の
た

め
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　

初
代
女
性
部
長
に
選
任
さ
れ
た
高
本
輝
美

さ
ん
（
38
歳
・
菅
生
地
区
）
は
「
住
民
１
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
命
は
自
ら
の
手
で
守
れ
る

よ
う
に
、
防
災
意
識
に
つ
い
て
の
広
報
活
動

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
と
し

て
の
使
命
と
自
覚
を
持
っ
て
、
竹
田
市
の
消

防
・
防
災
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
田
市
消
防
団
は
定
数
９
９
５
人
（
現
団

員
数
９
１
８
人
）。
今
後
は
女
性
消
防
団
員

の
活
躍
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
さ
ら
に
消
防

団
の
入
団
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防
災
活
動
は
新
時
代
へ

【竹田市消防団女性部】
〔部長〕高本輝美　〔班長〕赤峰佐知子　
〔団員〕佐藤美樹、井　阿弥、舞　希、木津史恵、波多野瑞恵、

　　　高橋春菜、松田真由子、堀　葵、佐藤瑠璃（敬称略・任命順）

初
の
女
性
消
防
団
員
が
誕
生
！

竹た
け

田た

市し

消し
ょ
う

防ぼ
う

団だ
ん

女じ
ょ

性せ
い

部ぶ



14広報たけた  平成26年５月号

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い

て
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、

そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
取
り
組
む
総
務
省
の
事
業
で
す
。

　

今
回
は「
農
村
回
帰
事
業
と
連
携
し
た
移

住
定
住
の
推
進
」、「
観
光
振
興
」、「
社
会
教

育
」、「
地
域
振
興
」、「
健
康
・
福
祉
分
野
に

お
け
る
市
民
の
生
活
支
援
」、「
食
を
テ
ー
マ

に
し
た
地
域
お
こ
し
の
支
援
」な
ど
の
業
務

に
、
協
力
隊
員
16
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
で
は
、
協
力
隊
を
代
表
し
て
澤
田

知
美
さ
ん
に
、
首
藤
勝
次
市
長
が
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は「
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
感
動

の
ド
ラ
マ
が
必
要
で
す
。
竹
田
市
を
み
な
さ

ん
の
手
で
全
国
区
に
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に

し
て
ほ
し
い
。
こ
の
ま
ち
の〝
潜
在
能
力
〟に

火
を
つ
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
に
深
い
熱
意
を
持
つ「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」の
皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

竹田を変える新しい力が全国から集結！

　「農村回帰宣言」を標榜し、移住・定住促進支援に取り組む竹田市で、「地域おこし協力隊」委嘱式が
行われました。今月号は、４月１日付で着任した協力隊員のみなさんをご紹介します。

地域おこし協力隊
↑〔後列左から〕首藤市長、加藤亨さん、髙橋周平さん、宮﨑透さん、加茂伸一郎さん、平田浩太さん、山本哲也さん、中下和則さん、野田副市長　
　〔前列左から〕堀場さくらさん、豊田美智子さん、長谷川絢さん、澤田知美さん、飯川友紀子さん、姜　晶さん

 ↑期待を込めてメッセージを送る
　首藤市長
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頑
張
り
ま
す
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

平
成
26
年
度
に
任
用
予
定（
第
１
次
）

16
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
う
ち
、

次
の
９
名
が
４
月
１
日
着
任
し
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
①
住
所　

②
勤
務
先　

③
抱
負
）

飯い
い
か
わ川

　
友ゆ

き

こ
紀
子
さ
ん

①
京
都
府
宇
治
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
城
下
町
交
流
館「
集
」

③「
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
」と
い
う
学
科
で
地

域
づ
く
り
や
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
の
勉
強
を

大
学
で
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
地
域
づ
く
り
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加か

も茂
　
伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

①
神
奈
川
県
相
模
原
市　
　
　
　
　
　
　
　

②
竹
田
市
各
支
所

③
竹
田
の
皆
様
と
一
緒
に
焦
ら
ず
急
が
ず
良

い
意
味
で
の〝
よ
そ
も
ん
〟と
し
て
新
し

い
風
を
吹
き
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

澤さ
わ

田だ

　
知と
も

美み

さ
ん

①
神
奈
川
県
横
浜
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
城
下
町
交
流
館「
集
」

③
竹
田
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、
日
々
、
今
ま

で
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
素
敵
な

場
面
や
風
景
に
出
会
っ
て
お
り
、
毎
日
、

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
動
い
て
い
ま
す
。
竹

田
は
本
当
に
す
ご
い
も
の
を「
持
っ
て
い

る
」と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
中
の

人
々
が
、
竹
田
の
良
さ
を
知
り
、
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
竹
田
を
訪
れ
る
人
々
、

住
む
人
々
の
双
方
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

よ
う
動
き
回
り
ま
す
。

姜ジ
ャ
ン　

　
晶ジ
ン

さ
ん

①
大
分
県
別
府
市（
中
国
大
連
市
出
身
）　　

②
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

③
外
国
人
の
私
が
し
よ
う
と
思
う
こ
と
は
、

国
際
交
流
、
特
に
中
国
と
の
交
流
で
す
。

中
国
へ
の
竹
田
市
の
情
報
発
信
、
旅
行
者

の
勧
誘
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
姉
妹
都
市

を
作
っ
て
多
方
面
の
交
流
を
は
か
る
こ

と
で
す
。

高た
か
は
し橋

　
周し
ゅ
う

平へ
い

さ
ん

①
東
京
都
大
田
区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
城
下
町
交
流
館「
集
」

③
昨
年
度
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

竹
田
市
の
た
め
に
な
る
よ
う
、
経
験
、
未

経
験
関
係
な
く
、
ど
の
よ
う
な
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中な
か
し
た下

　
和か
ず
の
り則

さ
ん

①
愛
知
県
刈
谷
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
竹
田
市
各
支
所　

③
竹
田
市
の
皆
さ
ん
に「
ワ
ォ
」と
言
っ
て
頂

け
る
様
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

平ひ
ら

田た

　
浩こ
う

太た

さ
ん

①
福
岡
県
久
留
米
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
竹
田
市
各
支
所

③
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
で

す
。
２
年
前
か
ら
和
太
鼓
を
や
っ
て
い
る

の
で
こ
ち
ら
で
も
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
域
の
皆
様

に
早
く
覚
え
て
も
ら
え
る
様
、
い
ろ
い
ろ

と
顔
を
出
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮み
や
ざ
き﨑

　
透
と
お
るさ

ん

①
京
都
市
下
京
区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
竹
田
市
各
支
所

③
大
分
県
出
身
の
宮
﨑
で
す
。
上
記
の
と
お

り
、
高
校
ま
で
は
大
分
県
で
育
ち
ま
し

た
。
地
元
で
あ
る
大
分
県
の
た
め
に
、
少

し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
た
け
た
と
い
う
地
域
で
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
思
い
出
を
作
り
た
い
！
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山や
ま
も
と本

　
哲て
つ

也や

さ
ん

①
奈
良
県
大
和
郡
山
市　
　
　
　
　
　
　
　

②
Ｔ
Ｓ
Ｇ　

竹
田
総
合
学
院

③
私
自
身
が
わ
く
わ
く
で
き
る
よ
う
な
事
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、「
竹
田
―
大
分
」の
土
地
の
記
憶（
地

域
遺
伝
子
）、
地
理
、
人
物
な
ど
に
つ
い

て
、
ま
じ
め
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

↑「地域おこし協力隊」委嘱状を受け取る代表の澤田さん 

地域おこし協力隊
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竹田かわら版
T O W N  T O P I C S

　

久
住
高
原
に
拠
点
を
置
く
和
太
鼓

集
団「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」に
、「
竹

田
・
久
住
高
原
」の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
お
う

と
、
初
の「
国
際
観
光
親
善
大
使
」に

就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
３
月
29

日
、
市
本
庁
舎
で
任
命
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
に
は
関
係
者
約
30
人
が
出
席
。

任
命
書
が
首
藤
市
長
か
ら
藤
高
郁
夫

タ
オ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
社
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」は
昨
年
、
発

足
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
世
界
20
か
国
、
４
０
０
都
市
で

公
演
し
、
観
客
動
員
数
は
６
０
０
万

人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

神
楽
の
面
等
を
製
作
す
る
小
林
義

幸
さ
ん（
上
角
東
）か
ら
市
に
４
月
15

日
、「
神
楽
面
」を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
の
面
は
、
市
内
神
社
に

奉
納
さ
れ
た
り
、
お
祝
い
の
品
と
し

て
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
小
林
さ
ん
の
作
品
は
、
竹

田
総
合
学
院
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

↑首藤市長から任命書を受け取るタオ・エンターテイメント藤高郁夫社長

↑大名行列・奴っこ隊

↑岡城武者揃えの武者による殺陣

↑肥後熊本藩葦北鉄砲隊の迫力のある演武

↑品評会の部（天白冬茹）最優秀賞の小手川敏明さん（写真右）

「DRUM TAO」を
国際観光親善大使に任命！

小林義幸さんが神楽面を寄贈

「第６回竹田市乾椎茸品評会」開催

城下町で勇壮な歴史絵巻！
『第66回岡城桜まつり』開催

　竹田市椎茸生産振興会主催「第６回竹田
市椎茸品評会」表彰式が４月23日、松本
分館で行われました。総出品数は２５８
点。価格の低迷が続くなか、高い品質を
目指す椎茸生産者の熱意が感じられまし
た。主な結果は、次のとおりです。　 
■品評会の部 
　【天白冬茹】最優秀賞・小手川敏明（玉来）
　【茶花冬菇】最優秀賞・見崎　博憲（久住）
　【上　冬　菇】最優秀賞・加藤　　誠（久住）
　【香　　菇】最優秀賞・小手川敏明（玉来） 
　【香　　信】最優秀賞・加藤　至誠（久住）
■団体の部　
　第１位　久住支部　
■ほだ場コンクールの部 
　最優秀賞・荒巻　浩（神原）

　〔敬称略〕

　『岡城桜まつり』が４月６日、岡城跡及び
竹田城下町にて開催されました。岡城・家
老中川但見屋敷跡にて出発式。「大名行列」
や「甲冑武者行列」、「こども武者行列」等の
隊列は、古い町並みの残る城下町を練り歩
きました。
  この勇壮な歴史絵巻を一目見ようと、市内
外から多くの見物客が詰めかけました。
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３
月
27
日
、
一
般
社
団
法
人「
と

ま
と
学
校
」第
２
期
生
の
研
修
修
了

式
と
、
荻
町
と
ま
と
生
産
組
合
ト
マ

ト
ハ
ウ
ス
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
や
競

争
力
の
高
い
産
地
づ
く
り
を
目
的
に
、

国
・
県
等
の
事
業
を
導
入
し
整
備
さ

れ
た
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
に
、
研
修
を
修

了
し
た
３
名
が
ト
マ
ト
生
産
者
と
し

て
従
事
し
ま
す
。

　

３
月
28
日
、「
森
林
管
理
道
三
宅

山
線
一
部
供
用
開
始
式
」が
行
わ
れ
、

明
治
地
区
か
ら
岡
本
地
区
を
通
り
、

朝
地
町
ま
で
の「
小
高
野
工
区
」が
開

通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、森
林

の
管
理
が
よ
り
効
率
的
に
な
り
ま
す
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
は
地
域
の
み
な
さ

ん
で
行
い
、
開
通
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

豊
後
牛「
久
住
高
原
牛
」を
初
入
荷

　

道
の
駅
竹
田
は
４
月
２
日
、
お
お

い
た
豊
後
牛「
久
住
高
原
牛
」を
初
入

荷
し
ま
し
た
。

　

屋
外
に
設
け
ら
れ
た
試
食
コ
ー

ナ
ー
で
は
首
藤
市
長
が
焼
肉
係
を
務

め
、
焼
き
た
て
の「
久
住
高
原
牛
」を

振
る
舞
い
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
多

く
の
美
味
し
い
声
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

通
水
を
記
念
し
、
水
の
恵
み
に
感

謝
す
る
た
め
、荻
町
の
各
地
域
で「
水

恩
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

４
月
10
日
、
荻
柏
原
土
地
改
良
区

の「
第
91
回
水
恩
祭
」が
改
良
区
通
水

記
念
碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事

に
続
い
て
、
社
会
勉
強
と
し
て
毎
年

参
加
す
る
荻
小
学
校
５
年
生
が
献
花

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
12
日
に
は
、
荻
西
部
土
地
改

良
区
記
念
碑
前
で「
第
57
回
水
恩
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
は
血
の
に
じ
む
よ
う
な

努
力
で
水
を
引
き
、
豊
か
な
大
地
を

作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
を
生
き

る
私
た
ち
は
、
先
人
の
偉
大
な
功
績

に
対
し
て
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

 ↑「久住高原で育った質の高い肉を広めましょう」↑献花をする荻小の児童たち

↑荻西部土地改良区「第57回水恩祭」

↑印を結んで息を吹きかける荒神

とまと学校から新たな門出

待ちに待った開通に万歳！

地域の「病除け」を祈願！

先
人
た
ち
の

　
遺
徳
を
称
え
て

　菅生地域の今区（上今・下今・楠野）で
４月３日（旧暦の３月４日）、「禰疑野神社
病除祭」が行われました。
  この祭りは、昔、疫痢が流行したため、
それを防ぐ祭りとして、明治時代から続
いている伝統行事。ご神面をつけた荒神、
宮司、鏡をつけた大榊の一行が今区全体
の46軒を１日かけて廻ります。
  座敷ではマヨケマイが行われ、「病除け」
を祈願しました。

　

４
月
15
日
、
竹
田
市
自
治
会
連

合
会
総
会
が
市
本
庁
舎
で
開
催
さ

れ
、
新
年
度
の
役
員
体
制
が
次
の

よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会　

長　

丹　
　

統
司（
竹
田
）

　

副
会
長　

菅　
　

智
幸（　
荻　
）

　

副
会
長　

吉
村　

政
文（
久
住
）

　

副
会
長　

那
須　
　

充（
直
入
）

（　

）内
は
出
身
地
域
。

（
敬
称
略
）

　

ま
た
、
総
会
で
は「
平
成
26
年

度
事
業
計
画
」等
が
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

丹
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
体

制
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

竹田市自治会連合会
総会を開催

平成26年度
役員体制
決まる

↑丹統司会長
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踏
み
絵
は
、
江
戸
時
代
に
キ
リ
シ
タ
ン

を
取
り
締
ま
る
た
め
、
聖
母
マ
リ
ア
や
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
像
を
踏
ま
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
か
ど

う
か
を
判
別
す
る
手
法
で
あ
っ
た
。
一
般

的
に
徳
川
幕
府
が
踏
み
絵
を
始
め
た
の
は

１
６
２
９
年（
寛
永
６
年
）と
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
な
ぜ
か
岡
藩
は
１
６
６
０

年（
万
治
３
年
）と
遅
い
。
開
始
初
期
に
は

踏
み
絵
の
数
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
本ほ

ん

連
載
の
第
７
回
で
ご
紹
介
し
た
和
紙
の
踏

み
絵（
写
真
①
）が
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
は
長な

が
さ
き崎
奉ぶ

ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
で
踏
み
絵
が
製
作
さ

れ
、
各
藩
は
こ
れ
を
長
崎
ま
で
借
り
受
け

に
行
っ
て
、
藩
内
で
踏
み
絵
を
行
っ
た
。

直
入
町
に
遺の

こ

る
置
き
石
と
は
、
こ
の
踏
み

絵
を
置
く
た
め
の
石
の
こ
と
で
、
寸
法
は

縦
１
７
０
㌢
、
横
１
２
５
㌢
と
か
な
り
大

き
い
。（
写
真
②
）通
常
、
踏
み
絵
は
晴
天

の
場
合
、
庄
屋
宅
の
庭
に
む
し
ろ
を
敷
い

て
行
わ
れ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
置
き
石

の
上
で
踏
み
絵
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
極き

わ

め
て

珍
し
い
。

　

さ
て
、
こ
の
踏
み
絵
に
は
ど
れ
だ
け
の

効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
初
、
キ

リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
聖
像
を
踏
ま
さ
れ
る

こ
と
は
相
当
な
苦
痛
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
だ
が
、
年
数
が
経
つ
と
何
食
わ
ぬ
顔

で
平
然
と
踏
み
絵
を
行
い
、
家
に
帰
っ
て

か
ら
デ
ウ
ス
の
神
に
祈
っ
て
許
し
を
請

う
者
が
多
数
現
れ
始
め
、
や
が
て
そ
の

効
果
は
薄う

す

れ
て
い
っ
た
。
朽
網
に
は
約

３
０
０
人
の
信
者
が
継
続
的
に
存
在
し
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
召
し
取
ら
れ
た
者
は

１
６
６
１
年
か
ら
１
７
３
８
年
の
間
で
、

わ
ず
か
５
名
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、

他
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
仏
教
に
転て

ん
し
ゅ
う宗
し
た

か
、
ま
た
は
、
表
向
き
は
踏
み
絵
を
行
い

な
が
ら
も
巧
妙
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
を
続

け
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　

岡
藩
で
踏
み
絵
を
始
め
た
の
は
三
代
藩

主「
久
清
公
」だ
が
、
そ
の
久
清
公
に
つ
い

て
、
或あ

る
研
究
者
か
ら
面
白
い
仮
説
を
聞

い
た
。「
彼
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
寛
容
だ
っ
た

こ
と
は
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
を
西
の
丸
に

隠
し
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
納
得
で

き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
物
の
踏
み
絵
を

キ
リ
シ
タ
ン
に
踏
ま
せ
る
こ
と
に
は
抵
抗

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
記
録
上
は
踏

み
絵
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
本
物
の
聖
像
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ

し
い
。
幕
府
や
他
藩
と
比
較
し
て
踏
み
絵

の
開
始
時
期
が
大
幅
に
遅
れ
た
理
由
も
、

実じ
つ

は
や
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
踏
み
絵

の
レ
プ
リ
カ
を
岡
藩
独
自
に
作
っ
て
踏
ま

せ
た
の
で
は
な
い
か
」と
。

　

こ
の
仮
説
に
あ
る
よ
う
に
、
四
代
藩
主

久ひ
さ
つ
ね恒
公
の
時
、
岡
藩
は
全
国
で
唯
一
、
踏

み
絵
の
レ
プ
リ
カ
を
藩
内
で
製
作
し
た
。

だ
が
、
こ
れ
が
長
崎
奉
行
に
発
覚
し
て
藩

の
存そ

ん
ぼ
う亡
に
関
わ
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た

苦
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
長
崎
か
ら
借
用
す
る
以
前

に
岡
藩
が
用
い
た
踏
み
絵
は「
切き

り

支し

丹た
ん

女
お
ん
な

仏ぼ
と
け（
マ
リ
ア
像
）」と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
事
件
で
女
仏
も
レ
プ
リ
カ
も
鋳い

潰つ
ぶ

さ
れ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
絵
柄

だ
っ
た
の
か
は
謎
で
あ
る
。
も
し
、
残
っ

て
い
れ
ば
、
日
本
に
た
だ
一
つ
の
キ
リ
シ

タ
ン
遺
物
で
あ
っ
た
だ
け
に
惜
し
ま
れ
る

が
、
置
き
石
の
上
に
置
か
れ
た
踏
み
絵
は

偽
の
女
仏
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
と

な
っ
て
は
、
見
た
者
は
誰
も
い
な
い
。
す

べ
て
は
謎
で
あ
る
。

　

空
を
見
上
げ
て
、
久
清
公
が
眠
る
大
船

山
に
真
実
を
問
う
た
が
、
公
は
沈
黙
の
中

に
置
き
石
を
山
上
か
ら
見
守
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤
篤
美
）

参
考
文
献

「
岡
藩
キ
リ
シ
タ
ン
小
史
」井
上
隆
・
著

　
　
　
　
　
　
（
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
作
成
・
平
成
24
年
）

「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
民
衆
の
宗
教
」村
井
早
苗
・
著

　
　
　
　
　
　
（
株
式
会
社
山
川
出
版
社
・
平
成
14
年
）

「
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
」五
野
井
隆
史
・
著（
吉
川
弘
文
館
・
平
成
24
年
）

「
中
川
御
年
譜
」（
竹
田
市
教
育
委
員
会
発
行
・
平
成
19
年
）

「
大
分
県
の
切
支
丹
史
料
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村
清
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・
著（
昭
和
36
年
）

ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
◯22
〔
朽
網
郷
・
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
編
〕

キ
リ
シ
タ
ン
の
取と

り
締し

ま
り
に
使
わ
れ
た「
踏
み
絵
」。
そ
の
踏
み
絵
を
置
く
た
め
の
置
き
石
が
朽く

網た
み

郷ご
う

直
入
町
長
野
に
あ
る
。

こ
の
石
に
置
か
れ
た
踏
み
絵
を
当
時
の
朽く

網た
み

キ
リ
シ
タ
ン
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
踏
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
踏
み
絵
に
は
何
が
描え

が

か

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

―

朽く

網た

み

長
野
に
遺
さ
れ
た

　
　 「
踏
み
絵
」の
置
き
石

【お願い】先月号の〔久住編〕におきまして、18頁３段目３行目から10行目「また、この…ないだろうか。」は、
　　　　　事実と異なる内容を含むため、削除していただきますようお願い致します。
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↑〔写真①〕岡藩時代の和紙製の踏み絵

↑一般的に使用された板踏み絵

↑門前に構える重厚なカマボコ石

↑踏み絵の置き石があるお宅の家紋

↑〔写真②〕直入町長野にある巨大な「踏み絵の置き石」（タテ170㌢×ヨコ125㌢）

19 2014年５月発行

　４月１日付で竹田市商工観光課内に設置さ
れました「南蛮文化振興室」では、竹田キリ
シタンの情報発信を行い、観光振興につなが
る仕組みづくりに取り組んでいます。
　本紙のシリーズ連載「ミステリアス！竹田
キリシタン」は、この取り組みのひとつで
す。なお、この連載で取り扱う「竹田キリシ
タン」は解明されていない謎が多く、仮説で
記述する場合があります。今後ともご支援の
ほどよろしくお願いします。

募集 南蛮文化振興室では、竹田キリシタンの「定例市民学習会」を開催しております。ご興味のある方はぜひご参加ください。
毎月第３水曜日 19：00～（市本庁舎会議室）　●お問い合せ　南蛮文化振興室（竹田市商工観光課内）☎63-3383
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103

甚
吉
柿
　
由
来
記

　

直
入
町
下
竹
田
地
区
に
昔
か
ら

伝
わ
る
「
甚
吉
柿
」
が
あ
る
。
こ

の
柿
の
木
は
地
区
の
至
る
所
に
古

木
が
あ
っ
た
が
豊
富
な
食
料
事
情

や
田
畑
の
基
盤
整
備
で
伐
り
倒
さ

れ
、
数
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
甚

吉
柿
の
由
来
に
つ
い
て
智
雲
寺
第

17
世
住
職
で
郷
土
史
家
で
あ
っ
た

田
北
暢
舟
氏
が
昭
和
23
年
に
作
っ

た
「
甚
吉
く
ど
き
」
に
よ
り
紹
介

し
た
い
。

　

こ
の
く
ど
き
は
地
区
の
盆
踊
り

と
し
て
昭
和
60
年
代
ま
で
婦
人
会

の
主
催
で
踊
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

後
途
絶
え
て
い
た
が
三
年
前
に
始

ま
っ
た
「
奥
豊
後
盆
踊
り
保
存
会
」

に
参
加
し
復
活
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
甚
吉
柿
の
若
木
を

植
え
る
人
も
次
第
に
増
し
再
び
脚

光
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
清
水　

誠
一
）

※
参
考
資
料
「
下
竹
田
今
昔
」

１　

郷
土
名
物　

甚
吉
柿
と　

炭
で
名
高
い
下
竹
田

　
　
　

味
と
風
味
は　

日
本
一
よ　

古
い
由
緒
の
渋
柿
で

２　

今
も
原
木
が　

郷
土
に
残
る　

村
の
西
北　

石
の
原

　
　
　

其
の
他　

村
内　

大
樹
が
ご
ざ
る

　
　
　

周
り
八
尺　

一
丈
あ
ま
り

３　

甚
吉
柿
の  

由
来
を  

云
え
ば  

三
百
余
年
の
其
の
昔

　
　
　

慶
長
時
代
と　

お
ぼ
し
い
頃
に

　
　
　

田
北
甚
吉
と
い
う
男

４　

傲
慢
不
そ
ん
で　

身
持
ち
が
悪
く

　
　

近
郷
切
っ
て
の　

嫌
い
者

　
　
　

果
て
は
罪
な
ど　

犯
し
た
揚
句

　
　
　

我
が
家　

抜
け
出
し
逐
転
す

５　

か
く
れ
が
く
れ
に
当
て
な
い
旅
路

　
　

船
に
宅
し
て　

四
国
行
き

　
　
　

善
人
ぶ
り
し
て　

伊
豫
路
を
流
れ

　
　
　

人
の
情
け
で　

足
を
留
め

６　

す
な
を
に
働
く　

十
年
あ
ま
り

　
　

故
郷
恋
し
い
思
い
よ
り

　
　
　

人
生
五
十  

功
な
か
ら
ん
や

　
　

  

善
に
返
る
も  

我
が
心

７　

其
の
頃
此
の
地
に　

渋
柿
あ
り
て　

　
　

朝
鮮
渡
り
と
味
の
良
さ

８　

是
れ
を  

故
郷
に
携
え
帰
り  

罪
の
償
い  

せ
ん
も
の
と

　
　
　

苗
と
接
ぎ
穂
を　

近
所
で
貰
い

　
　
　

度
の
支
度
で　

暇
乞
い

９　

船
で　

渡
っ
て　

府
内
に
着
い
て

　
　

山
を
分
け
入
る　

下
竹
田

　
　
　

近
所　

隣
に　

前
非
を
悔
い
て

　
　
　

柿
の
苗
穂
を
頒
ち　

植
ゆ

10　

十
年
あ
ま
り
が　

事
な
く
す
ん
で

　
　

苗
穂
太
っ
て
柿
が
な
る

　
　
　

剝
い
て
干
し
上
げ　

試
食
を
す
れ
ば

　
　
　

甘
い
〳
〵
と
舌
を
巻
く

11　

柿
の
評
判　

郷
中
に
聞
こ
え

　
　

み
ん
な　

此
の
柿　

植
え
だ
し
た

　
　
　

山
の
ク
ロ
端　

田
圃
の
畦
に　

植
え
り
ゃ

　
　
　

見
事
な　

柿
の
村

12　

地
味
に　

合
う
た
か
気
候
が
よ
い
か

　
　

本
場
凌
い
だ　

な
り
と　

味

13　

さ
て　

そ
れ
か
ら
と　

云
う
も
の
は

　
　

甚
吉
柿　

と
ぞ　

云
い
な
せ
る

　
　
　

秋
の
紅
葉
が　

色
づ
く
頃
は　

　
　
　

柿
が
染
め
な
す　

黄
金
色

14　

剝
い
て
干
さ
れ
る　

家
毎
の
軒
に

　
　

秋
の　

日
照
り
で　

よ
く
乾
く

　
　
　

馬
車
や　

ト
ラ
ッ
ク
干
柿
積
ん
で　

　
　
　

町
へ
出
て
行
く　

威
勢
よ
さ

15　

罪
を
償
う  

甚
吉
さ
ん
の  

残
す  

功
績
は  

末
の
世
に

　
　
　

柿
が　

な
り
出
し
や
砂
糖
は
い
ら
ぬ

　
　
　

甘
党
喜
べ　

感
謝
せ
よ

　
　
※
右
の
歌
ハ
ヤ
シ
＝
ソ
レ
ヤ
ー
ツ
ト
セ
ー
、

　
　
　
ド
ッ
コ
イ
サ
ノ
セ
ー

　
　
※
下
竹
田
中
学
校
教
官
　
森
永
静
子
　
首
藤
壽
恵
子

　
　
　
作
曲
振
代

（「
下
竹
田
今
昔
」
よ
り
全
文
転
記
）

甚 

吉 

く 

ど 

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
北
暢
舟　

作
詞

◯た
　
　

竹
田
保
育
所
は
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
か

の
よ
う
に
門
の
前
に
「
犬
の
お
ま
わ

り
さ
ん
」
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。
入

園
式
で
は
、「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」

を
歌
い
、
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り

ま
し
た
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
よ
く
挨
拶
を
し
て
、
登
園
し

て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。
将
来
、

竹
田
市
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち

が
、
竹
田
市
が
大
好
き
な
大
人
に

な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

◯け
　
　

健
康
で
明
る
く
、
た
く
ま
し
い

子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願

い
か
ら
、
天
気
の
良
い
日
は
外
に
出

て
、
好
き
な
あ
そ
び
を
思
い
き
り
友

だ
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

遊
び
の
中
で
、
友
だ
ち
と
い
っ
ぱ
い

か
か
わ
り
「
あ
り
が
と
う
」「
い
い

よ
」
等
、
優
し
い
言
葉
が
聞
か
れ
、

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
に
育
っ
て

ま
す
。
ま
た
、
四
季
折
々
の
豊
か
な

自
然
に
触
れ
、
心
豊
か
な
子
ど
も
に

育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、

散
歩
に
も
よ
く
出
か
け
ま
す
。「
先

生
！
み
て
ー
」
と
か
わ
い
い
草
花
を

手
に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

◯た
　
　

誕
生
会
に
は
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
舞
踊
や
エ
イ

サ
ー
、
お
神
楽
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ま
た
リ
コ
ー
ダ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
・

ギ
タ
ー
演
奏
等
、
み
ん
な
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◯ほ
　
　

ほ
っ
こ
り
心
が
和
む
の
が
高
齢

者
の
方
や
障
が
い
者
の
方
と
の
交
流

で
す
。
南
山
荘
や
悠
々
居
を
訪
問
し

て
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
運
動
会
に
参

加
し
て
触
れ
合
い
ま
す
。
ま
た
、
頑

張
っ
て
練
習
し
た
発
表
会
の
踊
り
を

観
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯い
　
　

い
ろ
い
ろ
な
行
事
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
防
火
パ
レ
ー
ド
で
は
、

「
火
の
用
心
」
を
お
願
い
し
な
が
ら

歩
き
ま
す
。
地
域
の
方
の
協
力
で
、

芋
ほ
り
も
毎
年
経
験
で
き
ま
す
。

◯く
　
　

ク
ッ
キ
ン
グ
を
中
心
に
、
食
育

に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
包
丁
を

持
つ
手
は
ぎ
こ
ち
な
く
、
ド
キ
ド
キ

し
ま
す
が
、
つ
く
る
楽
し
さ
、
食
の

大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

◯しょ
　
　

職
員
一
同
、
保
護
者
か
ら
信
頼

さ
れ
る
素
敵
な
保
育
所
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

 （
工
藤
）

こ
こ
ろ
を
育
む
保
育
を
め
ざ
し
て

今
月
の
学
び
舎

竹
田
保
育
所

↑犬のおまわりさんの石像

↑クッキングをしている様子

↑防火パレード
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司書おすすめの1冊

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ◯お

◯く
◯な

4 ◯お
◯く
◯な

5 ◯お
◯く
◯な

6 ◯お
◯く
◯な

7 8 9 10◯お
◯く
◯な

11
◯く
◯な

12
◯お

13 14 15 16 17◯お
◯く
◯な

18
◯く
◯な

19
◯お

20 21 22 23 24◯お
◯く
◯な

25◯お
◯く
◯な

26
◯お

27 28 29 30 31◯お
◯く
◯な

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室

休館日カレンダー

○ブックスタート　
　5月14日㈬ 13:30〜（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30〜11:00（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　5月15日㈭ 14:15〜14:45（竹田幼稚園）
　5月22日㈭ 14:00〜14:30（南部幼稚園）

【一般の本】
・紅花染め秘張（はやぶさ新八御用旅６）　平岩　弓枝
・カレイドスコープの箱庭　　　　　　　　海堂　　尊
・大人の流儀　４　許す力　　　　　　　　伊集院　静
・パリわずらい江戸わずらい　　　　　　　浅田　次郎
・ぼくの守る星　　　　　　　　　　　　　神田　　茜
・決意とリボン　　　　　　　　　　　　　林　真理子
・海外マラソンRunRun旅　　　　　　　　  高木なおこ
・森のさんぽ図鑑　　　　　　　　　　　　長谷川哲雄
・わが子のスマホ・LINEデビュー安心安全ガイド　小林　直樹

【子どもの本】
・９９９ひきのきょうだいのおとうと　　　木村　　研
・魔女カフェのしあわせメニュー　　　　　あんびるやすこ
・にんじゃざむらいガムチョコバナナ　　　原　ゆたか
・なにからできているでしょーか？　　　　大森　裕子
・日本語を味わう名詩入門１～１８巻　 石垣りん、高田敏子ほか

【郷土資料】
・肥後渋江氏伝家の文教　　　　　　　　　山口　泰平

他 50冊ほど入りました

「LIFE  あつまる。」

「ふしぎが楽しい野菜観察便利張」

飯島奈美著　大江弘之写真（東京糸井重里事務所）

岩槻　秀明著（いかだ社）

　身近な場所で良く見かける野菜を写真で紹介。
　どんな花を咲かせて、どんな栄養素がありどの時期が一
番おいしいのかなど、知っていそうで意外と知らない「野
菜の雑学」も満載！いつも出回っているけれど、その野菜
の旬の季節もわかるし、かわいい花も写真で紹介していま
す。野菜がもっと身近になって、もっともっと好きになる
かもしれませんよ。

　注目のフードスタイリスト飯島奈美さんがみんなであつ
まる日のごはんを提案した一冊。
　フライパン３つの食卓・持ちより女子会・いろんな手巻
きずし・大人のおうちバーベキュー・新米ごはんの会・男
のつまみなどなど、楽しい提案がいっぱいのぜんぶかんた
ん90品。身近な材料で全員がまんぷく＆まんぞく出来る楽
しいレシピが満載です。

新刊のご案内

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

　図書館第２駐車場が城下町交流
館「集」の向かい側に変更になりま
した。
　10台ほど駐車できます。以前
の場所は詩聲館の駐車場ですので
よろしくお願いします。

お知らせ

一般の本

子どもの本

今

月
の読
み聞か

せ

図書館の
お知らせ

5 月

みんなのゆうがくかん

さよなら園舎、
思い出を未来に

　まもなく取り壊される旧竹田幼稚園舎
にて、たくさんの思い出を共有して未来
の竹田に引き継いでいこうと、竹田市教
育委員会主催「ミーティング・アゲイ
ン・プロジェクト」が４月19日から開
催されています。
　昭和20年代後半から昨年までの「卒
園アルバム」や、当時の幼稚園の様子が
わかる貴重な写真等の懐かしい展示がさ
れています。
　イベントは５月11日まで開催中。
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竹
田
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
へ
の
お
手
伝
い
と

し
て
、
毎
月
「
４
か
月
」「
10
か
月
」

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

離
乳
食
講
話
で
は
試
食
も
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
栄
養
を
卒
業

し
、
普
通
の
食
事
か
ら
栄
養
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
離
乳
食

が
必
要
で
す
。
開
始
は
生
後
５
、６

か
月
が
目
安
で
す
が
、
そ
の
直
前
の

４
か
月
児
に
は
準
備
段
階
と
し
て
お

も
ゆ
や
野
菜
の
茹
で
汁
を
与
え
ま

す
。
離
乳
食
の
は
じ
め
は
１
種
類
・

１
さ
じ
か
ら
で
す
が
、
①
「
好
き
嫌

い
を
言
わ
な
い
こ
の
時
期
に
、
徐
々

に
種
類
を
増
や
し
た
く
さ
ん
の
味
の

体
験
を
さ
せ
て
味
覚
の
発
達
を
促
す

こ
と
」、
②
「
徐
々
に
形
や
硬
さ
を

変
え
て
い
く
こ
と
で
噛
む
練
習
を
さ

せ
る
こ
と
」
の
２
点
が
大
切
で
す
。

　

10
か
月
児
は
離
乳
食
の
後
半
期
。

噛
み
切
り
に
く
い
お
肉
や
ペ
ラ
ペ
ラ

し
た
葉
も
の
な
ど
は
、
小
さ
め
に

切
っ
て
あ
げ
た
り
、
味
付
け
は
大
人

の
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１
程
度
の

薄
味
に
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で

す
。

　

離
乳
食
の
完
了
は
１
歳
半
が
目
安

で
、
ほ
ぼ
大
人
と
同
じ
よ
う
な
も
の

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
３
度
の
食
事

の
補
食
と
し
て
２
回
の
お
や
つ
が
必

要
で
す
。
そ
の
時
に
大
切
な
こ
と

は
、「
お
や
つ
＝
お
菓
子
」
で
は
な
く
、

軽
い
食
事
と
し
て
考
え
、
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
分
を
補
う
た

め
、
小
魚
や
野
菜
類
を
う
ま
く
取
り

入
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、

次
の
食
事
に
影
響
の
な
い
時
間
に
適

量
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

で
も
離
乳
食
は
気
楽
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
ね
。
何
よ
り
も
大
切
な

の
は
、
家
族
一
緒
に
食
卓
を
囲
み
、

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
食
体

験
の
機
会
を
も
つ
こ
と
。
い
つ
も
笑

顔
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

４
月
14
日
、
平
成
26
年
度
竹
田
市

健
康
づ
く
り
組
織
講
演
会
が
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
た
め
し
て

ガ
ッ
テ
ン
」
専
任
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
北き
た
お
り折
一は
じ
め

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
ガ
ッ
テ
ン

流
！
健
康
づ
く
り
の
極
意
～
こ
ん
な

に
楽
チ
ン
・
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
つ
か
も
う
！
＆
イ
ン
チ

キ
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
見
破
り
方
～
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
の
講
演
で
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
情
報
番
組
「
た

め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
の
番
組
制
作
の

裏
話
や
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、「
食
と
健
康
の
正
し
い
情
報
」

の
受
け
取
り
方
を
楽
し
く
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
時
折
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

食育活動レポート
離乳食講話（竹田市健康増進課）

食育活動レポート

「
食
べ
る
楽
し
み
」を
育
て
る

親
子
の
ふ
れ
あ
い

―
１歳ごろの離乳食をご紹介します！

★さわらのごまみそ焼き ★キャベツの青のり和え
《材　料》

 ・さわら（白身魚） …………… 30㌘
　みそ……………………………１㌘
　みりん…………………………１㌘
　すりごま………………………0.5㌘

《作り方》
①カッコの材料は混ぜ合わせる。
②さわらの身のほうに１をつける。
③テフロン加工のフライパンを熱し、

皮を下にしてふたをして焼く。

《材　料》
 ・キャベツ………………………20㌘
 ・人参……………………………５㌘
 ・だし汁…………………………少々
 ・しょうゆ………………………少々
 ・青のり…………………………少々

《作り方》
①キャベツと人参は１cm角に切り、だ

し汁で煮て、煮えたらしょうゆを加
えて煮含める。

②火を止めて青のりを混ぜ合わせる。

↑離乳食講話に参加する母子のみなさん

「ダイエットに成功するた
めには、ゆっくり落とすに
限ります！」と北折さん→

（

元ＮＨＫ「ためしてガッテン」
専任ディレクター　北折一さん

「健康づくりの極意」
を講演！

食育レシピミニ速報！

　県政だより「新時代おおい
た」2014年５月・６月発行
号の「とよの国の食彩」コー
ナーに、竹田市の「たけのこ
寿し」が登場します！（４月
18日、神の里交流センター
「緒環」にて取材と撮影が行
われました）
　神原地区の家庭に伝わる、
郷土の味が紹介されます。
お楽しみに！
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会社員からミニトマト農家に転身

魅力ある「憩いの空間」として好評！

すべてはお客様の笑顔のために！

地域の支えに感謝！「大分県野菜経営コンクール」新人賞を受賞

荻駅構内にあるみんなの図書室

阿南光紀さんが「キーパー技術コンテスト」全国４位

　「第23回大分県野菜経営コンクール」新人の部〔品目：ミニトマト〕で優秀賞（全農
大分県本部長賞）を受賞。猪野精一郎さん（荻・政所）に「励みになりますね。これま
で支えてくれたみなさんにひとつ恩返しができた」と、喜びの声をいただきました。
　現在46歳。３年前、20年間勤めていた会社を辞め、異分野である農業の道に転身
を図りました。それは勇気のいる決断。実家での農業経験はほとんどなく、ゼロか
らのスタートです。初めて乗るトラクター。水やりも防除も、何もかもがわからず、
失敗もたくさんしました。
　しかし、同じ荻町で農業を営む義父や近所のみなさん、親友らに温かく見守られ、
励まされながら、ミニトマトづくりの基礎を学ぶことができました。
　また、地域では仕事以外にもやるべきことがあります。土地改良区役員、伝統芸
能の白熊、消防団…。そこは、持ち前の明るさで溶け込み、すでに活躍をしています。
　愛する家族と、地域農業の活性化のために、土と向かい合う日々は続きます。「こ
れから農業を目指す若い人たちの模範となれるように、頑張ってやっていきたい」。
　猪野さんは額の汗をぬぐいながら、笑顔を浮かべていました。

　荻みらい館内にあった「図書室」が、リニューアルしたＪＲ九州荻駅構
内に移転し、２月５日、装いも新たに開館しました。現在、駅構内にあ
ることで駅利用者や通学生、周辺の住民にとって便利な場所にあると好
評を得ています。
　荻図書室には約8,000冊の蔵書があり、ゆっくり読むための机も数多く
設置。もちろん夜間返却口もあります。最近では、子どもたちの送迎の
待合場所にも利用されているそうです。
　荻図書室職員の高橋優子さんは「子どもたちにとって、好きな本と出会
うことは大切です。また、気軽に寄って憩いの空間として活用してほし
いですね」と話しています。
　温かなふれあいを生み、荻駅周辺の活性化につながることを期待して
います。　
　開館時間は10時から18時まで。休館日は月曜日、土曜日、祝日。お問
い合わせは荻図書室（荻駅交流館図書室）☎68-2200

　車のキーパーコーティングの施工技術の向上を目的とした「キーパー技術コンテス
ト」。全国から900名が参加。４月10日、愛知県大府市で開催された「第１回全日本チャ
ンピオン決勝大会」で予選・地区大会を勝ち抜いた24名が日本一を競いました。
　九州から唯一の決勝進出となった、「ENEOS 竹田SS 加藤石油㈱」の阿南光紀さん

（27歳・豊後大野市）は、堂々４位入賞を果たしました。
　阿南さんは「この経験を仕事に活かしていきたい。お客様の笑顔が一番嬉しいで
す！」と話してくれました。

代車に向かって、猛特訓を重ねて
挑んだという阿南さん　　　　→

↑みんな本が大好き！

↑猪野精一郎さんと妻・美智子さん

↑水恩祭で玉串を捧げる
　猪野さん

←家族総出で苗の定植作業

時間によっては、
窓から「ななつ星」が
見れるかも！　　→
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誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

低
地
か
ら
低
山
地
の
道み
ち
ば
た端
や
草

地
に
生
育
す
る
つ
る
性
の
高
さ
30

㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
つ
る
の

節ふ
し

か
ら
根
を
出
し
て
増ふ

え
ま
す
。

特
に
花
後
は
長
く
つ
る
を
伸
ば
し

繁は
ん

茂も

し
ま
す
。
毛
の
あ
る
茎く
き

の
切

り
口
は
四
角
形
で
す
。
ま
た
茎
の

基
部
は
濃
紫
色
で
、
葉
も
茎
も
独

特
の
臭に
お

い
が
あ
り
ま
す
。

　

対た
い
せ
い生
す
る
葉
は
腎じ
ん
え
ん
け
い

円
形
で
、
毛

の
あ
る
長
い
柄え

が
あ
り
、
ふ
ち
に

や
や
丸
み
の
あ
る
鋸き
ょ

歯し

が
あ
り
ま

す
。
大
き
さ
は
長
さ
２
㌢
、
幅
が

３
㌢
ほ
ど
で
葉
の
裏
に
は
腺せ
ん
て
ん点

（
分ぶ
ん
ぴ
つ
ぶ
つ

泌
物
を
た
め
た
小
さ
い
袋ふ
く
ろ

）

が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
頃
、
葉よ
う
え
き腋
に
１
～
３
個
の

径
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
淡
紫
色
の
唇し
ん

形け
い

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。
上じ
ょ
う

唇し
ん

は
深

く
３
裂れ
つ

し
、
下か

唇し
ん

は
浅
く
２
裂
し
、

花
弁
の
内
側
に
は
濃
紫
色
の
斑は
ん

紋も
ん

と
白
い
毛
が
目
立
ち
ま
す
。

　

和
名
は
花
後
に
垣か
き

根ね

を
通
り
抜

け
る
ほ
ど
、
つ
る
を
伸
ば
す
の
で

垣カ
キ

通ド
オ

し
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
ご
く
普
通
に
人
家
の

近
く
で
も
観
察
さ
れ
る
植
物
で
す
。

畑
な
ど
で
あ
ま
り
は
び
こ
る
の
で

厄や
っ

介か
い

扱あ
つ
か

い
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
４

月
か
ら
５
月
で
す
。

郷土の植物 （302）

阿孫  久見
第110回

カキドオシ（シソ科）

平成26年６月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！

問秘書広報係 ☎63-1043

平成25年
5月生まれ

誕生日　親
（地区・自治会）

3 月生まれ（親・自治会）

誕生おめでとう
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第23回竹田市愛誠杯健康ナイター陸上競技大会 
日　　時　５月10日㈯　〔受　　付〕16：30～18：30 
　　　　　　　　　　　 〔開　会　式〕17：00～　
　　　　　　　　　　　 〔スタート〕17：30～
　　　　　　　　　　　※種目ごとに順次スタートします。
場　　所　竹田市総合運動公園陸上競技場 
申込締切　４月30日㈬　
●お問い合せ　竹田市陸上競技協会事務局（甲斐）
　　　　　　　☎090-4771-8491
　〔ホームページ〕 http://sports.geocities.jp/bmcfb817/

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕９：00～17：00
〔休　館　日〕月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は
　　　　　開館）  ※５月７日㈬は休館日

○企画展『田能村竹田生誕記念展―花と旅と―』
　５月１日㈭～６月15日㈰   ２階展示室B

　旧暦6月10日は竹田市出身の日本を代表する南画家
田能村竹田（1777～1835）の誕生日です。今展覧会で
は「花」と「旅」の２つのテーマから田能村竹田の画業に
迫ります。
　最初期の作品である「河豚図」をはじめ、大分県立芸
術会館所蔵の「浄厨新儲図」「梅花芙蓉図」「硯海真景図」

「琴客観瀑図」などの代表作を展示します。ぜひご覧く
ださい。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕９：00～17：00
〔休　館　日〕月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は
　　　　　開館）※５月７日㈬は休館日

○『竹田市美術協会写真部作品展』
　４月22日㈫10：00～５月６日（火・振）　

　自然の美しさや人々の和みの営みなどをテーマと
した作品50点を展示。

（竹田市美術協会写真部　☎62-3110）
○『萌黄の会作品展』 ５月９日㈮～５月25日㈰

　絵画や型絵染の作品を約40点展示。
　（阿南英行　☎62-2619）

○『第16回虹の会・きつつきの会版画交流展』
　５月28日㈬～６月７日㈯　

　熊本の虹の会と竹田市のきつつきの会による版画
交流展で、版画作品約35点を展示します。

（川野和男　☎62-2416）
※５月８日㈭・27日㈫は展示替えのため臨時休館です。

なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接
お電話ください。

月間・週間
　　６月１日㈰～７日㈯は「HIV（エイズ）検査普及週間です
　この週間に合わせてHIV夜間検査を５月27日㈫に実
施します。HIVは誰もがかかる可能性のある、身近な病
気です。予防のためにも検査を受けましょう。
HIV夜間検査について

日　　時　５月27日㈫　17：00～19：00
場　　所　豊肥保健所
内　　容　・無料、匿名で受けることができます。
　　　　　・検査にかかる時間は１時間程度です。
　　　　　・事前予約制です。
●ご予約・お問い合せ　豊肥保健所地域保健課　
　　　　　　　　　　　☎0974-22-0162㈹

消費者行政
消費生活相談窓口からのお知らせ
　毎年５月は「消費者月間」として、消費者、事業者、行
政が一体となって消費者問題に関する啓発・教育等の
事業を集中的に行っています。今年のテーマは「つなが
ろう消費者～安全・安心なくらしのために～」です。皆
さんもこの機会に消費者問題について考えてみましょう。
●お問い合せ
　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活センター）
　☎63-4834　8:30～17:00（月～金・平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999

福　祉
　　里親になりませんか
　里親とは、様々な事情により家庭で生活を送ることが
できない子どもを家族の一員として迎え、あたたかな雰
囲気の中で豊かな愛情を持って心身ともに健やかに育て
てくださる方のことです。
　養育をお願いする期間は数日間から数年間まで様々です。
  県では広く里親を募集しています。以下の日程で里親
募集説明会を開催しますので、関心のある方は、ぜひ里
親募集説明会にお越しください。
日　　時　５月22日㈭　10：00～12：00
場　　所　竹田市総合社会福祉センター会議室（市本庁舎隣）
●お問い合せ　大分県中央児童相談所総務企画課
　〔里親担当：谷本〕　☎097-544-2016

❶

別冊 たけたん情報　５月号
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身体障害者相談員・知的障害者相談員のお知らせ
　身体障害者相談員・知的障害者相談員は、竹田市か
らの委託により、障がいのある方の各種（補装具、税金、
年金、手当等）の相談に応じ、必要な支援等を行ってい
ます。
　相談内容の秘密は厳守されますので、お気軽にご相談
ください。
　◇身体障害者相談員
　　加藤　孝介（☎62-2522）　大塚　一義（☎63-4283）
　　佐藤　一夫（☎68-3094）　大久保實雄（☎77-2771）
　　工藤　藤男（☎75-2543）   吉野　英明（☎75-2612）
　◇知的障害者相談員
　　志賀　美織（☎090-4982-0749）
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

人　権
６月１日は全国一斉「人権擁護委員の日」

人権特設なんでも相談所（無料）を開設！
日　　時　６月２日㈪　10：00～15：00
会　　場　〔竹田会場〕竹田市総合社会福祉センター
　　　　　　　　　　竹田市大字会々1650番地
　　　　　〔荻　会　場〕荻福祉健康エリア
　　　　　　　　　　荻町恵良原1772番地7
　　　　　〔久住会場〕久住支所会議室
　　　　　　　　　　久住町大字久住6161番地1
　　　　　〔直入会場〕直入公民館
　　　　　　　　　　直入町長湯8208番地6 
相　談　員　人権擁護委員
　※秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
●お問い合せ　竹田人権擁護委員協議会（大分地方法務

局竹田支局内）　☎62-2315

助　成
在宅高齢者、重度障がい者の方の住宅改造を助成します
　在宅高齢者及び重度障がい者の方の身体機能の低下や
身体機能障がい等による在宅生活における不便や危険を
軽減するため、住宅改造費の助成制度があります。

在宅高齢者及び重度障がい者の方の住宅改造助成事業
【対象者】……対象者は以下の項目のいずれにも該当す

る世帯です。ただし、⑴については、いずれかに該当
する世帯となります。

《在宅高齢者》
⑴①要介護認定において、要支援・要介護と認定され

た在宅の高齢者がいる世帯
　②75歳以上の在宅高齢者がいる世帯
　③在宅高齢者のみの世帯（※在宅高齢者のみの世帯と

は年齢がおおむね65歳以上であること）
⑵世帯員が竹田市内に住所を有すること
⑶生計中心者の前年の所得金額が200万円未満の世帯

《在宅重度障がい者》
⑴重度障がい者（身体障害者手帳１、２級・療育手帳

Ａ１、Ａ２・精神障害者保健福祉手帳１級の方）のい
る世帯

⑵世帯員が竹田市内に住所を有すること
⑶生計中心者の前年の所得金額が200万円未満の世帯
申込方法　５月30日㈮までに竹田市福祉事務所福祉係

へ必要書類（申請書・個別調書・見積書・現

場見取図・現況写真・補助金申請用税務証
明書・誓約書）を提出してください（事前着
工不可）。

※詳しくは下記までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811
　　
地域の元気づくりを応援します！

「竹田市元気づくり支援事業」募集
　この事業は、自治会や公共的な活動を行っている団体
等を対象に、次に挙げる活動等に対し、原則的に活動費
の半額までを補助するものです。
⑴地域振興や観光ＰＲ等のためのイベント
⑵地域による地域のための活動、及びそれに資する事業
⑶地域の伝統文化を守るための事業
⑷地域の安心・安全に資する事業
⑸その他、地域の活力維持や活性化に資する事業
　詳しい内容につきましてはお問い合わせください。
　各地域担当課に事前申込書を準備しておりますので、
本事業を活用される団体等の代表者の方は、５月23日㈮
までに事前申込書を提出してください。
●お問い合せ・提出先  
　竹田地域 …竹 田 市 企 画 情 報 課  ☎63-4801
　荻　地　域 …竹田市荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
　久住地域 …竹田市久住支所いきいき市民課  ☎76-1111
　直入地域 …竹田市直入支所いきいき市民課  ☎75-2211

交　流
出かけてみませんか？

がん患者さんやご家族・サポーターの交流会
　サロン「ぴぉ～ね」は、がんの体験を分かち合い、お互い
に励ましあえる、集いの場です。日常のちょっとした出
来事や趣味のお話…など、のんびりおしゃべりを楽しみ
ながら、心地よい時間を過ごしませんか？
　がん患者さんやご家族の方、サポーターになりたい方、
どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
日　　時　５/11㈰ ・ ７/６㈰ ・ ９/７㈰※ ・11/９㈰ 
　　　　　H27.１/11㈰ ・ H27.３/１㈰（10：00～12：00）
場　　所　大久保病院３階ホール
　　　　　※９/７は豊肥保健所で開催
●お問い合せ　豊肥保健所地域保健課
　　　　　　　☎0974-22-0162

募　集
民工芸館の利用者を募集します！
　竹田市では、道の駅竹田に隣接する民工芸館を利用し
て、伝統的な民芸品や工芸品などに取り組む方を募集し
ます。すでに取り組まれている方、またはこれから始め
ようと計画されている方で、民工芸館を利用したいと
思われる方は、５月23日㈮までにご連絡ください。個人、
団体は問いません。詳細については、希望者を集めて後
日現地説明会を行います。
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805
　　　（一社）農村商社わかば　☎66-3553

南山荘
竹田市養護老人ホーム南山荘

「介護支援ボランティア」募集
１．募集目的：南山荘に入所している方々に、より充実

した日常生活を過ごしていただくためにボランティ

❷
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アを募集しております。
２．募集対象：高校生以上の学生、社会人の方。
３．募集・ 活動期間：平成26年4月1日から平成28年3

月31日まで（２年間）
４．活動内容等：　
活動区分 場所 時 間 内 　　 容

行事支援 荘　外 10：00～17：30

外出行事の付添い、トイレ
誘導・介助など。（歩行器
又は車椅子使用者あり）

〔年10回程度〕

生活支援 南山荘
10：00～17：30の
間で活動可能な時
間。

見守り、食事・入浴・排
泄介助、部屋掃除、洗濯
物の整理、話し相手、クラ
ブ活動、荘内行事など職
員と共同で支援。〔毎日（各
クラブ活動は月１回）〕
ほか、芸能の披露など。

施設管理
支援　　 南山荘

10：00～17：30の
間で活動可能な時
間。

施設内外の清掃、草木の
除草・剪定、グランド整
備など。〔年間適時〕

※活動時間は、上記以外の時間帯や時間単位での支援も
可能です。

５．申込方法
　　◆要項・申込書は、南山荘または福祉事務所にあ

ります。
竹田市ホームページ 「各部署からのおしらせ」 か
らもダウンロード可。
http：//www.city.taketa.oita.jp/busyo_news/

　　◆申込書に必要事項を記入のうえ、下記宛に郵送、
FAX、メールまたは持参のいずれかの方法でお申
し込みください。

　　※申込単位は個人（１名）または団体（複数名）でのお
申し込みを受付けています。

●お問い合せ　〒878-0035 竹田市大字吉田204番地　
　　　　　　　竹田市養護老人ホーム南山荘　宛
　　　　　　　☎63-1083　FAX 63-1252
　　　　　　　E-mail：nanzan@city.taketa.lg.jp

保　険
竹田市国民健康保険加入者の方へ
特定健診のお知らせ
　竹田市国民健康保険では生活習慣病の早期発見や重症
化予防と若い世代の健康づくりのため、無料で健診を
行っています。
　健診を受けることで、からだの中の健康状態を知るこ
とができます。年１回健診を受け、皆様の大切な健康を
守ってください。
○対　象　者  竹田市国民健康保険に加入している30～74

歳の方
○健診内容　問診、血圧測定、尿検査、腹囲、身体計測、

血液検査、診察
　※医師が必要と認めた場合には、貧血、心電図、眼底

検査
　※竹田市独自でクレアチニン（腎機能）・尿酸（痛風）の

検査も実施しています。
○健診自己負担　なし（ただし、年１回のみ）
○健診の受け方　対象者には４月末までに受診券を郵送

します。同封のちらしに記載の健診会場で受診できま
す。受診の際は受診券と国民健康保険証を必ずご持参
ください。

   
大分県後期高齢者医療制度加入者の方へ
健康診査のお知らせ
　大分県後期高齢者医療広域連合の行う健康診査は、糖
尿病等の生活習慣病を早期発見、早期治療するために行
われます。健康管理のために年１回の健康診査を受けま
しょう。
○対　象　者　大分県後期高齢者医療制度に加入している方
○健診内容　問診、血圧測定、尿検査、身長、体重、血

液検査、診察
○健診自己負担　なし（ただし、年１回のみ）
○健診の受け方　竹田市が行う健診会場またはかかりつ

けの病院でも受診できます（各病院にお問い合わせく
ださい）。 受診の際は、受診券と後期高齢者医療保険
証を必ずご持参ください。

●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-1111（内線135・136）

試　験
平成26年度「第1回危険物取扱者試験」
実施機関　一般財団法人　消防試験研究センター大分県

支部
日　　時　６月22日㈰
　　　　　10：00～試験開始
　　　　　14：00～試験開始（大分大学のみ）
種　　類　甲種・乙種（全類）・丙種
　　　　　（大分大学試験は、乙種第4類の試験のみ）
会　　場　県立三重総合高校、大分大学ほか県内５会場
願書配布　竹田市消防本部ほか、県下各消防本部・消

防試験研究センター大分県支部、県消防保安
室（新館８階）にて配付中。

受付期間　電子申請：４月19日㈯～５月５日㈪
　　　　　書面申請：４月22日㈫～５月８日㈭
●お問い合せ　竹田市消防本部警防課　☎63-0119

❸
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竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
保

健
指

導
室

）

・
平

成
26

年
度

県
民

す
こ

や
か

ス
ポ

ー
ツ

祭「
第

６
回

竹
田

ス
ポ

レ
ク

杯
」グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大

会
 8

:0
0-

12
:0

0（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

多
目

的
広

場
）

㉄
竹

田
市

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ク
ラ

ブ
 

　
☎

63
-4

98
0

 ・
上

浦
小

・
荻

小
学

生
の

田
植

え
体

験
交

流
 1

0:
30

～
　（

西
福

寺
）

月 間 ・ そ の 他

○
消

費
者

月
間

○
不

正
大

麻
・

け
し

撲
滅

運
動（

5/
1㈭

～
6/

30
㈪

）
○

愛
鳥

週
間（

5/
10

㈯
～

5/
16

㈮
）

○
水

防
月

間
○

情
報

通
信

月
間（

5/
15

㈭
～

6/
15

㈰
）

○
緑

の
募

金（
1/

15
㈬

～
５

/3
1㈯

）
○

み
ど

り
の

月
間（

4/
15

㈫
～

5/
14

㈬
）

○
全

国
ご

み
不

法
投

棄
監

視
ウ

ィ
ー

ク（
5/

30
㈮

～
6/

5㈭
）

○
禁

煙
週

間（
5/

31
㈯

 ～
6/

6㈮
）

○
地

質
の

日
 週

間（
5/

12
㈪

～
5/

16
㈮

）

◇
20

14
年

６
月

上
旬

の
予

定
　

１
㈰

・
第

62
回

く
じ

ゅ
う

山
開

き
・

山
頂

祭
　

　
　

　
※

時
間

未
定

 （
大

船
山

山
頂

）
　

２
㈪

・【
納

期
限

】軽
自

動
車

税
全

期
、

国
民

健
康

保
険

税
２

期
、

自
動

車
税

全
期

　
３

㈫
  ・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:3
0～

11
:0

0
　

　
　

　（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
　

　
　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談（
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

　
４

㈬
・

陽
目

の
里「

名
水

茶
屋

」休
業

日

5月
は「

児
童

福
祉

月
間

」、
5/

5～
11

は「
児

童
福

祉
週

間
」

　
児

童
福

祉
の

理
念

の
周

知
を

図
り

、
児

童
へ

の
理

解
と

認
識

を
深

め
、

児
童

愛
護

の
責

任
の

自
覚

を
促

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
毎

年
５

月
を

児
童

福
祉

月
間

と
定

め
て

い
ま

す
。

　
家

庭
・

学
校

、
職

場
や

地
域

で
未

来
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

見
守

り
や

支
援

に
ご

協
力

く
だ

さ
い

。



たけたん情報　平成26年５月号 ❺

18
19

20
21

22
23

24
・

郷
土

の
植

物
に

親
し

み
植

物
を

観
察

す
る

会〔
初

夏
の

菊
池

渓
谷

沿
い

の
観

察
〕

　
文

化
会

館
前

8：
00

集
合

※
２

・
平

成
26

年
度

県
民

す
こ

や
か

ス
ポ

ー
ツ

祭
・

親
子

３
世

代
家

族
で

楽
し

む
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
大

会
 8

:4
5～

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場
） 

㉄
竹

田
市

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ク
ラ

ブ
 ☎

63
-4

98
0

・
平

成
26

年
度

県
民

す
こ

や
か

ス
ポ

ー
ツ

祭
・「

竹
田

市
ラ

グ
ビ

ー
協

会
長

杯
」タ

グ
ラ

グ
ビ

ー
大

会
 9

:3
0～

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場
） 

㉄
竹

田
市

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ク
ラ

ブ
☎

63
-4

98
0

・
食

育
の

日
・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

・
第

36
回

大
分

合
同

新
聞

社
旗

争
奪

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

竹
田

地
域

予
選

会
／

第
３

回
内

外
ゴ

ム
杯

争
奪

竹
田

地
域

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

開
会

式
　

18
：

30
～

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

）

・
豊

肥
成

牛
市

場
    

9:
30

せ
り

開
始

 
・

お
は

な
し

の
へ

や
　

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
温

泉
療

養
文

化
館「

御
前

湯
」休

館
日

・
語

り
部

と
歩

く
会〔

茶
屋

の
辻

戦
跡

公
園

、
山

手
地

区
旧

跡
ほ

か
〕

　
運

動
公

園
9：

00
集

合
・

陽
目

の
里「

名
水

茶
屋

」休
業

日
・

年
金

相
談

　
10

:0
0-

15
:0

0（
竹

田
市

高
齢

者
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
）

・
３

歳
児

健
康

診
査

　
13

:0
0-

13
:2

0受
付

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）※
15

:3
0終

了
予

定
・

大
分

県
行

政
書

士
会

無
料

相
談

会
　

13
:0

0-
16

:0
0（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕）
㉄

大
分

県
行

政
書

士
会

事
務

局
☎

09
7-

53
7-

70
89

・
平

成
26

年
度

人
権

学
習

学
級

開
級

式
　

15
:0

0～
（

市
本

庁
舎

３
階

会
議

室
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
　

13
:3

0-
15

:3
0（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

   （
☎

63
-3

34
6）

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

　
14

:0
0-

14
:3

0（
南

部
幼

稚
園

）
・

竹
田

温
泉「

花
水

月
」休

館
日

・
精

神
保

健
福

祉
相

談
 1

4：
00

～
16

：
00

（
豊

肥
保

健
所

）
　

㉄
☎

09
74

-2
2-

01
62

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
 1

3:
00

～
（

岡
城

跡
駐

車
場

）※
要

予
約

：
文

化
財

課
 ☎

63
-4

81
8

・
キ

リ
シ

タ
ン

・
南

蛮
文

化
首

長
サ

ミ
ッ

ト
 1

0:
00

～
（

ホ
ル

ト
ホ

ー
ル

大
会

議
室

・
大

分
市

）

25
26

27
28

29
30

31
・

第
13

回「
地

域
の

岩
石

・
地

層
・

化
石

観
察

会
～

竹
田

市
南

部
の

土
地

の
造

り
～

」  
10

:0
0-

15
:0

0（
竹

田
市

文
化

会
館

前
集

合
）

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

　
13

:3
0-

15
:3

0（
竹

田
市

総
　

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

　
：

要
予

約
   （

☎
63

-3
34

6）

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・〔
水

琴
館

〕『
第

16
回

虹
の

会
・

き
つ

つ
き

の
会

版
画

交
流

展
』

～
６

/７
㈯

ま
で

・
５

歳
児

健
康

診
査

　
13

:0
0-

13
:2

0受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
:3

0終
了

予
定

・
精

神
保

健
福

祉
相

談
 1

5：
00

～
17

：
00

（
竹

田
総

合
庁

舎
内

豊
肥

保
健

所
出

張
サ

ー
ビ

ス
会

場
）㉄

☎
09

74
-2

2-
01

62

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

第
32

回
ゴ

ミ
フ

大
会

　（
竹

田
市

歴
史

資
料

館
駐

車
場

ほ
か

8:
50

集
合

）

・
竹

田
に

お
け

る
西

南
の

役
追

悼
祭

　
12

:3
0～

　（
茶

屋
の

辻
自

治
会

館
）

・
遺

跡
見

学
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
　

 （
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

駐
車

場
13

:3
0集

合
）〔

市
内

の
戦

跡
巡

り
・

定
員

26
名

・
参

加
無

料
・

要
申

し
込

み
 

5/
22

㈭
締

切
〕㉄

岡
の

里
事

業
実

行
委

員
会

☎
62

-4
10

0

岡
の

里
 「

野
鳥

講
座

」 
日

時
　

５
月

17
日（

土
） 

 8
:3

0集
合

 
場

所
　

そ
う

ぞ
う

の
丘

 （
国

道
50

2号
 岡

城
阯

か
ら

40
0m

）
内

容
　

①
竹

田
の

野
鳥

講
座

　
　

　
②

そ
う

ぞ
う

の
丘

周
辺

バ
ー

ド
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
　

　
　

案
内

役
：

日
本

野
鳥

の
会

会
員

　
後

藤
　

聡
●

お
申

込
み

　
参

加
希

望
者

は
創

生
館（

☎
62

-4
10

0）
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

５
月

行
政

相
談

員
に

よ
る

行
政

相
談

所
の

開
設

一
覧

 
地

　
域

相
　

談
　

日
 開

催
時

間
開

　
催

　
場

　
所

久
　

住
５

月
21

日
㈬

10
：

00
～

15
：

00
久

住
公

民
館

　
健

康
相

談
室

竹
　

田
５

月
22

日
㈭

10
：

00
～

12
：

00
竹

田
市

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

相
談

室
 

荻
５

月
22

日
㈭

10
：

00
～

12
：

00
荻

支
所

　
１

階
厚

生
室

 
直

　
入

５
月

22
日

㈭
10

：
00

～
12

：
00

直
入

支
所

　
小

会
議

室
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
総

務
課

行
政

係
　

☎
63

-1
11

1（
内

線
21

1）
※

行
政

相
談

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

行
政

相
談

委
員

ま
で

 
　〔

竹
田

〕小
河

晴
義

☎
62

-3
66

2　
〔

　荻
　〕

太
田

正
一

☎
68

-2
48

0
　〔

久
住

〕本
郷

俊
一

☎
76

-1
30

4　
〔

直
入

〕児
玉

龍
明

☎
75

-2
42

6 

第
48

回
 九

州
高

校
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
選

手
権

大
会

  日
時

　
５

月
10

日
㈯

、
11

日
㈰

  場
所

　
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

市
民

球
場

 
　

　
　

  飛
田

川
野

球
場

　
竹

田
市

の
初

夏
を

さ
わ

や
か

に
彩

る「
九

州
高

校
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
選

手
権

大
会

」を
５

月
10

日
㈯

・
11

日
㈰

に
開

催
し

ま
す

。
 

　
１

巡
目

国
体

の
記

念
大

会
と

し
て

昭
和

42
年

に
始

ま
り

、
今

年
で

48
回

目
を

数
え

る
本

大
会

は
、

上
野

由
岐

子
選

手（
九

州
女

子
高

～
ル

ネ
サ

ス
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
高

崎
）を

は
じ

め
と

す
る

実
業

団
選

手
や

日
本

代
表

選
手

を
た

く
さ

ん
輩

出
し

て
お

り
、

権
威

の
あ

る
大

会
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

　
全

国
屈

指
の

レ
ベ

ル
を

誇
る

九
州

の
高

校
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
で

、
今

年
は

ど
の

チ
ー

ム
が

覇
権

を
握

る
の

か
!?

　
九

州
高

校
ナ

ン
バ

ー
ワ

ン
を

決
め

る
“熱

い
”戦

い
を

是
非

会
場

で
ご

覧
く

だ
さ

い
。

【
街

な
か

に
ぎ

わ
い

プ
ラ

ン
推

進
事

業
】

　
大

分
県

で
は

、
商

店
街

を
よ

り
魅

力
あ

る
に

ぎ
わ

い
の

場
に

す
る

プ
ラ

ン
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

審
査

の
う

え
優

秀
な

プ
ラ

ン
に

つ
き

ま
し

て
は

、
応

募
者

に
実

施
し

て
い

た
だ

き
、そ

の
実

施
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
応

募
の

締
め

切
り

は
５

月
30

日
、

応
募

方
法

な
ど

詳
し

く
は

、
県

商
業

・
サ

ー
ビ

ス
業

振
興

課（
☎

09
7-

50
6-

32
85

）に
お

尋
ね

く
だ

さ
い

。



2014年５月発行

税　金
軽自動車税の納付と減免申請についてお知らせします
　軽自動車税は、４月１日時点の所有者（割賦販売の場合
は使用者）に課税されます。納入期限の６月２日を過ぎ
た場合、延滞金が加算されるため期限内の納付をお願い
します。
　なお、廃車・譲渡をした場合は、必ず各機関窓口に
届出をしてください。
◎竹田市ナンバー（荻町、直入町、久住町ナンバー含む）

の廃車・譲渡
【原動機付自転車（125CC以下）、小型特殊自動車（農
耕用、一般）、ミニカー】
　竹田市税務課及び各支所いきいき市民課にて取り
扱っています。

必要なもの
　・印鑑・ナンバープレート（紛失した場合は、弁償金

200円が必要です）
　・軽自動車税廃車申告書（市役所税務課及び各支所い

きいき市民課にあります）
　◎軽自動車（四輪の大分ナンバー）や軽二輪（125～250CC

以下）の廃車・譲渡
　　大分県軽自動車協会（大分市三佐5-1-27）にお問い合

わせください。　☎097-524-0222
　◎二輪の小型自動車（排気量が250CCを超えるバイク）

の廃車・譲渡
　　九州運輸局大分運輸支局（大分市大洲浜1-1-45）にお
　　問い合わせください。　☎050-5540-2087

軽自動車税の減免申請について
　各種障害者手帳等を持っている方で、軽自動車税の減
免申請を行う場合、納付書到着日から５月26日までに
竹田市税務課または各支所いきいき市民課で手続きを

行ってください。申請期間を過ぎると受付することがで
きません。ご注意ください。

必要なもの
　各種障害者手帳、印鑑、運転免許証、納税通知書
　※障がいのある方と運転する方が異なる場合は別途書

類が必要です。また、障がいの内容によっては減免
に該当しない場合もあります。

　その他、公益のために使用する軽自動車や、車体の
構造が身体障がい者等専用に利用するための軽自動車
に対する減免制度があります。

●お問い合せ　竹田市税務課課税係
　　　　　　　☎63-1111（内線125・127）

今年度の「自動車税」の納期限は、６月２日㈪です。
忘れずに納めましょう。　　
◎自動車税は、４月１日現在の登録上の所有者（割賦販売

の場合は使用者）に課税されます。
◎納付が納期限を過ぎた場合は、延滞金が課税されます。
　納税についてのご相談は、
　大分県豊後大野県税事務所　☎0974-22-7501

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

５月３日（土・祝）ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
５月４日（日・祝）長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
５月５日（月・祝）まつもと歯科クリニック（竹田）0974-62-2400
５月６日（火・振）竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
５月11日㈰ 久住加藤医院歯科診療部（久住）0974-76-0008
５月18日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
５月25日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
※診療時間 9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

❻

i n f o r m a t i o n

平成26年度 豊後大野市 病院企業職員 採用試験のお知らせ
豊後大野市民病院では、平成26年９月１日以降採用予定の職員の募集を行います。募集要領は次のとおりです。

専門職（第１回）◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。】

職　種 採用予定
人　　数 年　齢 採用予定日 免許・資格

薬　剤　師 １名 昭和50年４月２日
以降に生まれた人

平成26年９月1日以降

※採用予定日については、
　希望等相談に応じます。

薬剤師免許（国家試験免許）を有している人。

理学療法士 ２名 昭和50年４月２日
以降に生まれた人 理学療法士免許（国家試験免許）を有している人。

作業療法士 ４名 昭和50年４月２日
以降に生まれた人 作業療法士免許（国家試験免許）を有している人。

看護師
（有資格者） ３名程度 昭和40年４月２日

以降に生まれた人 看護師免許（国家試験免許）を有している人。

看護師
（資格取得見込） 若干名 昭和55年４月２日

以降に生まれた人 平成27年４月１日
看護師免許（国家試験免許）を平成27年3月31
日までに予定されている国家試験において取
得する見込みがある人。

◆試験日時
　①試験日時：平成26年６月21日㈯　※受付：８時15分～８時30分
　②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
　③試験内容：作文試験、適性検査（筆記）、資格調査（口頭）、面接試験

問合せ先・受験申込書の提出先
　豊後大野市民病院　医事･経営課 経営係 （☎0974-42-3121 内線1233）
　〒879-6692 大分県豊後大野市緒方町馬場276番地

◆受験手続
　①受験申込受付期間
　　平成26年４月21日㈪～
　　平成26年６月６日㈮必着
　　８時30分～17時（土、日、祝日は受付不可）
　②受験申込書の配付
　　豊後大野市民病院で配付しています。
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18:00～21:00
　　　　　　土曜日13:00～21:00、休日8:30～21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日（月･水･金曜日）の夜間18:00～ 21:00
　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能
と判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

５月３日（土・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
５月４日（日・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
５月５日（月・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
５月６日（火・振） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

５月10日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月11日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

５月17日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月18日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

５月24日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月25日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

５月31日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月１日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～11:30）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っていると

ころがあります。
○豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　（☎0974-24-0230）
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　（☎0974-63-3838）
　http://www.city.taketa.oita.jp/

受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番院または竹田市消防署

（☎ 63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意され
て約束処方となることがありますので、ご了承ください。

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①正・准看護師２人14.4～20.2万円　②調理見習１人
16～22万円　③交通警備員３人13.1～13.8万円　④営
業社員１人13.5万円　⑤作業員１人20～30万円　⑥縫
製工３人12万円　⑦配達員１人15～16万円　⑧保育士
１人14.3万円　⑨清掃員１人11.5～13.2万円　⑩事務
員 １人14.6～15.3万円　⑪ルート営業１人17～24万円 
⑫調理員２人15～20万円

〔パート求人（時給）〕
⑬製造スタッフ３人1000～1060円　⑭レジ・接客係１
人750円　⑮調理及び販売８人700～1000円　⑯一般
事務１人700円　⑰送迎ドライバー・ 施設管理　２人
790円　⑱洗浄・片付け２人680～700円　⑲弁当調理
補助・配達員１人664円　⑳ホームヘルパー１人950～
1460円　㉑美容師１人664～1000円　㉒リハビリ助手
１人740円　㉓調理補助・接客２人664～700円　㉔歯
科衛生士１人1000～1100円

住　宅
公営住宅の５月入居募集予定

一般住宅の募集
【竹田地域】下矢倉団地（高齢者・障がい者単身可）：１戸
【久住地域】桐迫住宅：１戸
　　　　　さくら住宅（35歳以下の単身のみ）：２戸

【荻　地　域】桜住宅：１戸
特定公共賃貸住宅の随時募集

【竹田地域】七里第2団地（35歳以下の単身のみ）:３戸
　　　　　七里第3団地：１戸

【直入地域】ドイツ村：２戸
随時募集の住宅

【竹田地域】　〔一般住宅〕下矢倉団地／県営豊岡住宅
■申込方法　竹田市営住宅管理センター（本庁建設課内）

または各支所産業建設課に備え付けている入居申込書
に必要事項を記入の上、提出してください。　

■募集期間　5月12日㈪～５月23日㈮まで
■抽　　選　5月28日㈬ 10：00～　（竹田市本庁舎）
■入居条件　入居時に敷金（家賃額３か月分）の納付及び

連帯保証人（原則として市内在住者）が２名必要です。
●お問い合せ　竹田市営住宅管理センター ☎63-4400

たけたん情報
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〔巡回健診〕　（特定健診＋がん検診等）

平成26年度
地域・地区 場　　　所

平成26年度
地域・地区 場　　　所

月日 曜日 月日 曜日

5月29日 木

荻 荻福祉健康エリア

7月10日 木
都野 都野公民館

6月  2日 月 7月11日 金

6月  3日 火 7月14日 月
久住 久住保健センター

6月  5日 木 7月15日 火

6月  6日 金 7月25日 金 松本 竹田南部中学校

6月10日 火 菅生 菅生分館 7月28日 月 城原 城原小学校

6月12日 木 宮砥 宮砥分館 7月29日 火 豊岡

竹田市総合社会福祉センター6月13日 金 嫗岳 嫗岳分館 7月30日 水 竹田・豊岡

6月16日 月
玉来 竹田市総合社会福祉センター

7月31日 木 竹田

6月17日 火 8月  3日 日 直入 直入保健福祉センター

6月19日 木 明治 竹田市総合社会福祉センター 8月19日 火 入田 祖峰小学校

6月30日 月 岡本 岡本小学校 8月22日 金 宮城 宮城分館

7月  2日 水 下竹田 山村交流センター 8月24日 日 久住 久住保健センター

7月  3日 木
長湯 直入保健福祉センター

8月31日 日 竹田 竹田市総合社会福祉センター

7月  4日 金 10月26日 日 荻 荻福祉健康エリア

7月  8日 火
白丹 白丹公民館

12月21日 日 全体 竹田市総合社会福祉センター

7月  9日 水 2月  1日 日 全体 竹田市総合社会福祉センター

＊受付時間は８時～10時　12月21日と２月１日は、託児を準備します（事前のご予約が必要です）。

《健診内容》　すべての会場で下記の健診項目が受診できます。

特定健診内容 健　　　診　　　内　　　容

　身体計測

　尿検査

　問診・血圧測定

　腹囲測定

　ワンポイントアドバイス

　理学的検査（診察）

　血液検査

〔詳細健診〕

　心電図検査

　眼底検査

　貧血検査

がん検診 対象年齢

　 ・肺がん検診 30歳以上

　 ・結核検診 30歳以上

　 ・胃がん検診 30歳以上

　 ・大腸がん検診 30歳以上

　 ・子宮がん検診 20歳以上

　 ・乳がん検診（マンモグラフィー）　 40歳以上（偶数歳女性)

 　・乳がん検診（超音波） 30歳～39歳・40歳以上(奇数歳女性）

 　・前立腺がん検診 50歳以上

その他の健診 対象年齢

 　・尿細胞診

 　・肝炎ウイルス検査 40歳・41歳～70歳の未受診者及び要指導者

 　・骨密度検査 40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性

平成26年度　健康診断日程

●お問い合せ　竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810　　荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
　　　　　　　久住支所いきいき市民課  ☎76-1111　　直入支所いきいき市民課  ☎75-2211
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